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【事業者の調査実施状況】
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■ 事業者の調査の実施状況
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※動物・植物の調査は、相調査及び重要な種の調査を合わせて記載している。



【事業者の調査結果の概要】
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１．大気質（粉じん）
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1.大気質（粉じん等）（1/3）

■調査項目・調査手法

調査すべき情報 調査の基本的な手法

風向、風速

文献調査
現地調査は、 「地上気象観測指針」（気象
庁 平成5年3月）に定める方法に準拠した
現地測定

調査地域及び
調査地点

■調査地域

6

【調査地域の設定根拠】
大気質（粉じん等）の拡散
の特性を踏まえて粉じん等
に係る影響を受けるおそれ
があると認められる地域と
して対象事業実施区域
+500mの範囲を設定。



(1) 船穂測定局 (平成22年4月～平成23年3月) (2) 真備測定局 (平成22年4月～平成23年3月)

1.大気質（粉じん等）（2/3）

・高梁川に沿った北寄りの風が多い。
・平均風速は、春季が2.3m/秒と比較的高い。

・小田川に沿った西寄りの風が多い。
・平均風速は、春季が1.7m/秒と比較的高い。
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■風配図
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(3) 柳井原集落 (平成22年10月～平成23年9月)

1.大気質（粉じん等）（3/3）

・南西から西寄りの風が多い。
・平均風速は、春季が1.8m/秒と比較的高い。
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２．騒音
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調査すべき情報 調査の基本的な手法

対象事業実施区域の周辺の騒
音レベル

「特定建設作業に伴って発生
する騒音の規制に関する基
準」に規定する方法及び「騒
音に係る環境基準について」
に規定する方法

道路の沿道の騒音レベル 「騒音に係る環境基準につい
て」に規定する方法

地表面の種類 踏査

沿道の騒音が問題となる学校、
病院、住居等の存在

文献調査

道路交通騒音の伝搬経路にお
いて遮蔽物となる地形、工作
物等の存在

踏査

自動車交通量 カウンター等を用いた計数

■調査項目・調査手法

2.騒音（1/3）

騒音調査地域
及び調査地点

■調査地域

10

【調査地域の設定根拠】
音の伝搬の特性を踏まえて
騒音に係る影響を受けるお
それがあると認められる地
域として対象事業実施区域
+500mの範囲を設定。



■調査期間等

沿道の状況

道路の沿道の騒音
レベル

調査項目 調査地点 調査期間

建設機械の稼動が
予想される対象事
業実施区域及びそ
の周辺の区域にお
ける騒音レベル

新田集落 平成24年 4月

南山集落 平成24年 4月

清音古地集落 平成24年 4月

柳井原集落
平成11年11月
平成22年11月
平成24年 4月

水江集落 平成24年 4月

水江集落
平成11年11月
平成22年11月
平成24年 4月

地表面の状況

新田集落 平成24年 4月

南山集落 平成24年 4月

清音古地集落 平成24年 4月

柳井原集落
平成11年11月
平成22年11月

水江集落 平成24年 4月

水江集落
平成11年11月
平成22年11月
平成24年 4月

区分

地点名

等価騒音レベル(LAeq)
環境基準

平日

昼間 夜間 昼間 夜間

新田集落 平成24年4月
49
(○)

41
(○)

55 45

南山集落 平成24年4月
52
(○)

45
(○)

55 45

清音古地
集落

平成24年4月
52
(○)

47
(×)

55 45

柳井原
集落

平成11年11月
43
(○)

40
(○)

55 45平成22年11月
46
(○)

41
(○)

平成24年4月
47
(○)

40
(○)

水江集落 平成24年4月
46
(○)

40
(○)

55 45

■騒音の状況
(1) 建設機械の稼動が予想される対象事業実施区域及

びその周辺の区域における騒音レベル

表2.1 集落内の騒音の状況 単位：dB

注) 1.○は環境基準（A地域及びB地域）を下回る。×は超過。
2.時間区分は以下のとおりである。

昼間：6時～22時、夜間：22時～6時
なお、等価騒音レベル(LAeq)は、各時間帯のエネルギーレベル平均値を示す。

2.騒音（2/3）
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(2) 道路の沿道の騒音レベル

類型の
当てはめ

地域

幹線交通を担
う道路に近接
する区域

区分

地点名

等価騒音レベル
(LAeq)

環境基準

平日

昼間 夜間
昼間 夜間

水江集落

平成11年
11月

66
(○)

59
(○)

70 65
平成22年

11月
67

(○)
59

(○)

平成24年
4月

65
(○)

58
(○)

区分

地点名

自動車交通量

大型車 小型車 合 計

水江集落

平成11年11月 587 4,439 5,026

平成22年11月 514 4,498 5,012

平成24年4月 426 4,567 4,993

単位：dB
表2.2 道路の沿道の騒音の状況

注) 1.○は環境基準（幹線交通を担う道路に近接する区域）を下回る。
2.時間区分は以下のとおりである。

昼間：6時～22時、夜間：22時～6時
なお、等価騒音レベル(LAeq)は、各時間帯のエネルギーレベル平均値を示す。

表2.3 道路沿道の騒音調査地点の交通量

単位：台／日

(3) 自動車交通量の状況

2.騒音（3/3）

12

（参考）

【音のめやす】
デシベル

120 飛行機のエンジン近く 
110 自動車のクラクション（前方 2ｍ） 
100 電車の通るときのガード下 
90 大声による独唱、騒々しい工場内 
80 地下鉄の車内（窓を開けたとき）・ピアノ 
70 掃除機・騒々しい事務所 
60 普通の会話・チャイム 
50 静かな事務所 
40 深夜の市内・図書館 
30 ささやき声 
20 木の葉のふれあう音 

注）東京の環境2010 東京都環境白書2010（東京都 平成22年）を参考とした。



３．振動
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3.振動（1/3）

調査すべき情報 調査の基本的な手法

対象事業実施区域の
周辺の振動レベル

「振動規制法施行規則」に規定する
方法

道路の沿道の振動
レベル

地盤の状況 踏査

地盤卓越振動数 大型車単独走行時における振動加
速度レベルを1/3オクターブバンド分
析器により分析する方法

■調査項目・調査手法

14

振動調査地域
及び調査地点

■調査地域

【調査地域の設定根拠】
振動の伝搬の特性を踏まえ
て振動に係る影響を受ける
おそれがあると認められる
地域として対象事業実施区
域+500mの範囲を設定。



3.振動（2/3）

■振動の調査期間等

地盤卓越振動数

道路の沿道の
振動レベル

調査項目 調査地点 調査期間

建設機械の稼動
が予想される対
象事業実施区域
及びその周辺の
区域における振
動レベル

新田集落 平成24年 4月

南山集落 平成24年 4月

清音古地集落 平成24年 4月

柳井原集落 平成22年11月

水江集落 平成24年 4月

水江集落
平成11年11月
平成22年11月
平成24年 4月

地盤の状況

新田集落 平成24年 4月

南山集落 平成24年 4月

清音古地集落 平成24年 4月

柳井原集落
平成11年11月
平成22年11月

水江集落 平成24年 4月

水江集落
平成11年11月
平成22年11月

■振動の状況

(1)建設機械の稼動が予想される対象事業実施区域及びそ
の周辺の区域における振動レベル

表3.1 集落内の振動の状況
単位：dB

区分

地点名

平成24年4月

平成22年11月

平成24年4月

平成24年4月

平成24年4月

振動レベル(L
10

)

平日

昼間 夜間

新田集落 ＜30 ＜30

南山集落 ＜30 ＜30

清音古地集落 ＜30 ＜30

柳井原集落 ＜30 ＜30

水江集落 ＜30 ＜30

注)1.L10：時間率振動レベル
2:.時間区分 昼間：7時～20時、夜間：20時～7時

3．＜30は振動レベルの測定信頼限界値（30dB）未満を示す。
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3.振動（3/3）

注）1．○：要請限度を下回る。
2．各時間区分 昼間：7時～20時、夜間：20時～7時
3．＜30は振動レベルの測定信頼限界値（30dB）未満を示す。
4．振動レベルは各時間帯の平均値を示す。

(2)道路の沿道の振動レベル

単位：dB表3.2 道路の沿道の振動の状況

16

道路の沿
道の振動
レベル

6065

6065

区分

地点名

道路沿道の振動 当該地域
（第一種住居地域）の

道路交通振動の要請限度平日
（時間区分における平均）

昼間 夜間 昼間 夜間

水江
集落

平成11年
11月

40
（ ○ ）

＜30
（ ○ ）

65 60

平成22年
11月

38
（ ○ ）

＜30
（ ○ ）

平成24年
4月

39
（ ○ ）

＜30
（ ○ ）

（参考）

90 家屋が激しく揺れ、すわりの悪いものが倒れる  
80 家屋が揺れ、戸、障子がガタガタと音をたてる  
70 大勢の人に感じる程度で、戸、障子がわずかに動く 
60 静止している人だけ感じる 
50 人体に感じない程度 

【振動のめやす】

デシベル

注）東京の環境2010 東京都環境白書2010（東京都 平成22年）を参考とした。



４．水環境（水質）
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4. 水環境（水質）(1/5)

【調査地域の設定根拠】
「流入元の河川及び流出先
の水域の特性並びに土砂に
よる水の濁りの変化の特性
を踏まえて土砂による水の
濁りに係る環境影響を受け
るおそれがあると認められ
る地域並びに当該地域より
上流の地域で当該地域の土
砂による水の濁りの予測及
び評価に必要な情報を把握
できる地域」とした。

水質調査地域
及び調査地点

■ 調査地域 （水質調査地域及び調査地点）

地点名

調査項目

●

●

福
松
橋

●

上
成

柳
井
原
湖

柳
井
原
湖

最
深
部

矢
形
橋

矢
掛

高
梁
川
河
口
部

潮
止
堰
下

霞
橋

新
合
流
点
下
流

酒
津

笠
井
堰

川
辺
橋

水位

流量

底質

水温

水質

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

柳井原

貯水池

●

小田川

●

●

●

●

●

高梁川

●

●

文献調査、土砂の採取及び分析
（沈降試験）

表層地質、沈降特性

文献調査降水量

文献調査、観測水温

文献調査気温、風速、湿度、雲量、日射量

文献調査、
採水、分析又は観測

窒素化合物、燐化合物、溶存酸素量(DO)、生
物化学的酸素要求量（BOD）、化学的酸素要求
量（COD）、クロロフィルa、浮遊物質量（SS）、濁
度）、流量、水位

富栄養化
溶存酸素量

文献調査、土砂の採取及び分析
（沈降試験）

表層地質、沈降特性

文献調査降水量

調査の基本的な手法

文献調査
採水、採泥、分析又は観測

文献調査、採水、分析又は観測

水中の砒素、鉛、浮遊物質量（SS）
底質中の砒素及び鉛の含有量、流量

健康項目

浮遊物質量（SS)、濁度、粒度分布（出水時）、
流量

土砂による水
の濁り

調査内容調査すべき情報

■ 調査地点(1/2)

■調査項目・調査手法

18



気象観測地点

■ 調査地域 （気象観測地点）

岡山地方気象台
倉敷地域

気象観測所
倉敷雨量観測所

●湿度・雲量

地点名

調査項目

気象観測地点

日射量

風速

気温

降水量

●

●

●

●●

4. 水環境（水質）(2/5)

■ 調査地点 (2/2)
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・流量は、高梁川の酒津地点では年平均流量で53.41m3/秒、小田川の矢形橋地点では7.88m3/秒である。
平水流量をみると、小田川と高梁川の流量比は１：１０である。

・年平均水位は、高梁川の上成地点ではT.P.2.24mである。

(1) 流量

※1．矢掛地点の平成14年、15年、19年、矢形橋地点の平成12年の観測値は、｢水文観測データ統計処理
要領｣に基づき、年間で11日以上の欠測日があり、集計の対象外とした。

※2．最大及び最小は、平成12年～平成22年における日流量の最大値及び最小値である。その他の数値は、

各年値の平均値を示す。
※3．豊 水 : 1年のうち95日はこの流量を下回らない流量

平 水 : 1年のうち185日はこの流量を下回らない流量
低 水 : 1年のうち275日はこの流量を下回らない流量
渇 水 : 1年のうち355日はこの流量を下回らない流量
年平均 : 日平均流量の合計を当該累加日数で割った流量

7.88 0.00 0.59 1.59 2.93 5.68 527.98 矢形橋

8.01 0.18 0.94 2.24 3.72 6.76 369.75 矢掛
小田川

53.41 0.30 7.02 18.36 30.22 53.74 2,139.81 酒津高梁川

年平均最小渇水低水平水豊水最大観測地点名河川名

単位：m3/秒

(2) 水位

※1．上成地点の平成16年、17年の観測値は、｢水文観測データ統計処理要領｣に基づき、年間で11日以上の欠測日があり、集計の対象外とした。
※2．最大及び最小は、平成12年～平成23年における日流量の最大値及び最小値である。その他の数値は、各年値の平均値を示す。
※3．豊 水 : 1年のうち95日はこの流量を下回らない水位

平 水 : 1年のうち185日はこの流量を下回らない水位
低 水 : 1年のうち275日はこの流量を下回らない水位
渇 水 : 1年のうち355日はこの流量を下回らない水位
年平均 : 日平均水位の合計を当該累加日数で割った水位

2.241.621.992.142.212.323.84上成高梁川

年平均最小渇水低水平水豊水最大観測地点名河川名

単位：T.P.m

■ 流量・水位

4. 水環境（水質）(3/5)

20



・生活環境項目については、環境基準を一部 超えている（黄色ハッチ部分）。
・健康項目については、すべての地点で環境基準を超えているものはない。

0/1445.1～
13.01/1441～

271/144<0.5～
4.7－－－－潮止堰下

（河川Ｂ類型）

0/132

0/157

0/428

0/6

0/144

0/157

m/n

Ｂ: BOD 3mg/L以下
Ｂ: COD 3mg/L以下

1.6～
6.7

<0.5 ～
4.9

<0.5～
6.9

<0.5～
4.3

<0.5～
5.3

0.6～
3.7

<0.5～
2.2

<0.5～
2.8

日間平均値

河川：BOD (mg/L)
海域：COD (mg/L)

生活環境項目

58/132

11/157

25/437

1/6

0/144

0/157

m/n

Ｂ: 25mg/L以下
Ｂ: －

－

<1～
11

<1～
14

<1～
34

<1～
34

<1～
4

<1～
10

<1～
8

日間平均値

浮遊物質量（SS）
(mg/L)

－

1/157

2/437

0/6

0/144

0/157

m/n

Ｂ: 5.0mg/L以上
Ｂ: 5.0mg/L以上

5.6～
12.0

4.6～
18.3

5.2～
16.5

6.0～
14.8

6.2～
17.5

7.5～
13.6

6.4～
13.8

7.4～
13.9

日間平均値

溶存酸素量（DO）
(mg/L)

0/11

0/12

0/12

0/1

－

0/4

m/n

0/11

0/12

0/12

0/1

－

0/4

m/n 年間平均値年間平均値

0.01mg/L以下

砒素
(mg/L)

鉛
(mg/L)

ND

0.001～
0.004

－

0.001～
0.007

0.001～
0.005

0.003

－

ND～
0.002

0.01mg/L以下

ND

ND～0.002

－

ND～0.002

ND～0.007

ND

－

ND～0.001

健康項目

環境基準（河川類型）
環境基準（海域類型）

高梁川河口部
（海域Ｂ類型）

柳井原湖最深部
（類型指定なし）

柳井原湖
（類型指定なし）

福松橋
（河川Ｂ類型）

霞橋
（河川Ｂ類型）

新合流点下流
（河川Ｂ類型）

笠井堰
（河川Ｂ類型）

川辺橋
（河川Ｂ類型）

海
域

柳
井
原
湖

小
田
川

高
梁
川

項目

地点名

4. 水環境（水質）(4/5)
■ 水質

21

※「健康項目」：「年間平均値」の数値は、高梁川、小田川、柳井原湖は平成12～23年
の集計値、海域は平成12～22年の集計値を示す。

※「生活環境項目」：「最少～最大」の数値は、高梁川、小田川、柳井原湖は平成12～
23年の日間平均値の範囲、海域は平成12～22年の日間平均値の範囲を示す。

※新合流点下流は、平成23年以降の調査結果による。
※BOD ： 生物化学的酸素要求量、COD ： 化学的酸素要求量
※「ND」：定量下限値を示す。

※m／n ： （生活環境項目）環境基準値を超えた検体数／総検体数を示す。 （健康

項目）環境基準値を超えた年数／総年数を示す。
※ ：環境基準を超えた項目
※「－」は調査していないことを示す。
※霞橋は、通日調査含む月1回の「定期調査（流心）」、月2回の「総量規制調査（流

心）」、年数回の「ゴルフ場農薬調査（左岸）」のすべての平常時調査結果による。



底質調査地点及び調査範囲

6.柳井原貯水池5.柳井原湖最深部

：対象事業実施区域
：自然的状況の調査範囲
：底質調査地点
：底質調査範囲

6.柳井原貯水池5.柳井原湖最深部

1.74～39.04.0～29.3砒素（mg/kg）

17.0～50.39.2～50.4鉛（mg/kg）

柳井原貯水池
項目

※データ収集期間 ： 「柳井原湖最深部」は平成12年～23年、平成24年2月、6月、
「柳井原貯水池」は平成8年1月～平成13年1月、平成24年6月 。

※ＮＤ：定量下限値未満

・柳井原貯水池の底質には、健康項目（鉛、砒素）が含まれている。

■ 底質

4. 水環境（水質）(5/5)

6.柳井原貯水池5.柳井原湖最深部

ND～1.00NDセレン（mg/kg）

NDNDベンゼン（mg/kg）

NDNDチオベンカルブ(ベンチオカーブ)（mg/kg）

NDNDシマジン(CAT)（mg/kg）

NDNDチウラム（mg/kg）

NDND1,3-ジクロロプロペン(D-D)（mg/kg）

NDNDテトラクロロエチレン（mg/kg）

NDNDトリクロロエチレン（mg/kg）

NDND1,1,2-トリクロロエタン（mg/kg）

NDND1,1,1-トリクロロエタン（mg/kg）

NDNDシス-1,2-ジクロロエチレン（mg/kg）

NDND1,1-ジクロロエチレン（mg/kg）

NDNDジクロロメタン（mg/kg）

ND～0.03ND～0.02PCB（mg/kg）

NDNDアルキル水銀（mg/kg）

0.01～0.460.03～0.10総水銀（mg/kg）

1.74～39.04.0～29.3砒素（mg/kg）

NDND6価クロム（mg/kg）

17.0～50.39.2～50.4鉛（mg/kg）

NDND(全)シアン（mg/kg）

0.33～1.030.11～1.00カドミウム（mg/kg）

柳井原貯水池
項目

22
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5.水環境（地下水の水位）

23



■ 調査地域

地下水の調査地域及び河川
の水位及び柳井原貯水地の
水位の調査地点

宮田堰

■ 調査項目・調査手法

調査の基本的な手法

踏査、ボーリング調査
（透水試験）

地下水利用施設の諸元（位置、
利用目的、利用量等）

地層の分布 （透水層、難透
水層の層厚及び分布）、地層
の水理特性 (透水係数)

地下水の水位
河川の水位、
柳井原貯水池の水位

調査すべき情報

観測

文献調査

5.地下水の水位（1/3）
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6

7

8

9

10

11

12

13

24 1 6 1116212631 5 1015202530 5 1015202530 4 9 14192429 4 9 14192429 3 8 13182328 2 7 12172227 2 7 12172227 1 6 11162126 1 6 1116212631 5 1015202530 4 9 14192429 5 1015202530 4 9 14192429 4 9 14192429 3 8 13182328

調査日

水
位

（
T

.P
.ｍ

）

0

20

40

60

80

100

120

140

雨
量

（
m

m
）

矢掛雨量 新規真備No.1 新規真備No.2 新規真備No.3 新規真備No.4 真備No.5 新規真備No.6
新規真備No.7 新規真備No.8 新規真備No.8b 矢形橋

2月 4月3月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

5.地下水の水位（2/3）

地下水の水位は、既往調査8地点（No.1～8）、平成22～
24年度調査9地点（No.1～8、8b）で調査を実施した。

T.P.6.27m～T.P.10.20m

T.P.6.90m～T.P.9.68m

真備平野

昭和62年度～平成15年度

平成22年度～24年度

調査地域
調査期間

図5.2 地下水の水位および河川の水位の経日変化（平成22年度～24年度調査結果）

・地下水の水位の変化傾向は、どの地点も同じ傾向を示してお
り、真備平野の地質構造に大きな違いがないものと考えられる。

・地下水位は、かんがい期、非かんがい期による季節的な変化
の他に、降雨により1m程度上昇する傾向が見られる。

・地下水位は、河川に近接した地点では、河川水位と類似した
変動を示す。

○地下水の水位等高線
既往観測結果による河川の水位、地下水の水位、ため池等

の水位及び素掘り水路の観測値に基づき作成。

図5.1 地下水の水位等高線（非かんがい期：11月～4月）

表5.1 地下水の水位の月平均値

：既往の地下水の水位の調査地点
：H22～24地下水の水位の調査地点
：地下水の水位等高線（単位：T.P.m）

【真備平野】

新規真備No.1（H22～24）

新規真備No.2（H22～24）

新規真備No.3（H22～24）

新規真備No.4（H22～24）

新規真備No.7（H22～24）

新規真備No.8（H22～24）

新規真備No.8b（H22～24）

真備No.5（H22～24）

新規真備No.6（H22～24）

■真備平野

25

平成23年度 平成24年度
※平成22年度～24年度の調査結果には速報値を含む。

（河川水位）

非かんがい期 かんがい期 非かんがい期 かんがい期

平成22年度

※平成22年度～24年度の調査結果には速報値を含む。

※平成22年度～24年度の調査結果には速報値を含む。



4

5

6

7

8

9

24 1 6 1116212631 5 1015202530 5 1015202530 4 9 14192429 4 9 14192429 3 8 13182328 2 7 12172227 2 7 12172227 1 6 11162126 1 6 1116212631 5 1015202530 4 9 14192429 5 1015202530 4 9 14192429 4 9 14192429 3 8 13182328

調査日

水
位

（
T

.P
.ｍ

）

0

30

60

90

120

150

雨
量

（
m

m
）

矢掛雨量 新規柳井原No.9 新規柳井原No.10 柳井原湖

2月 4月3月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

T.P.7.37m～T.P.7.68m昭和62年度～平成15年度

T.P.5.17m～T.P.9.01m平成22年度～24年度

柳井原地区
調査地域

調査期間

表5.2 地下水の水位の月平均値

【柳井原地区】

5.地下水の水位（3/3）

図5.3 地下水の水位等高線（非かんがい期：11月～4月）

図5.4 地下水の水位および河川の水位の経日変化（平成22年度～24年度調査結果）

地下水の水位は、2地点（No.9～10）で調査を実施した。

○地下水の水位等高線：
既往調査結果と平成22年に実施されたボーリング調査及び

地下水の水位の観測結果、山地部でのため池の水位調査結
果を踏まえて作成。

地下水の流れは、山地→平地→柳井原貯水池になってい
ると考えられる。

■柳井原地区

26

平成23年度 平成24年度

新規柳井原No.10（H22～24）

新規柳井原No.9（H22～24）

※平成22年度～24年度の調査結果には速報値を含む。

非かんがい期 かんがい期 非かんがい期 かんがい期

平成22年度

平均 最大 最小

H23.2.24～4.30,11.1～H24.4.30 8.12 8.47 7.86

平成22～24年度観測結果
集計期間

平均 最大 最小

H23.2.24～4.30,11.1～H24.4.30 5.36 5.55 5.17

平成22～24年度観測結果
集計期間

※平成22年度～24年度の調査結果には速報値を含む。

※平成22年度～24年度の調査結果には速報値を含む。



6.土壌に係る環境その他の環境
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■ 調査地域

地下水の水位の低下によ
る地盤沈下の調査地域及
び調査地点

宮田堰

■ 調査項目・調査手法

調査の基本的な手法

観測

地層の分布（軟弱地盤の分布状況、
土質構成）
軟弱地盤の土質特性（圧密定数、透
水係数）

地下水の水位
河川の水位
柳井原貯水池の水位

地盤沈下の状況
地盤沈下の原因となる事象の有無等
の状況

調査すべき情報

文献調査
ボーリング調査（圧密試験、
透水試験）

文献調査
ボーリング調査（圧密試験、
透水試験）

6.土壌に係る環境その他環境(1/2)
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真備平野断面

粘性土層

・真備平野は、表層部に粘性土層が分布
・柳井原貯水池周辺は、粘性土層が分布

⇒地下水の水位の低下による地盤沈下を予測する対象である。

柳井原地区断面

図6.1 推定地質断面図

（１） 地盤沈下の原因となる事象の有無等の状況

柳井原地区

真備平野

6.土壌に係る環境その他環境(2/2)

29

粘性土層

推定地質断面位置



7. 動物
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任意採集法重要な種の調査

任意採集法相調査陸産
貝類

任意採集法重要な種の調査

任意採集法、ピットフォールトラップ法相調査クモ類

定量採集及び定性採集重要な種の調査

定量採集及び定性採集相調査底生
動物

任意採集法、ライトトラップ法及びピットフォールト
ラップ法

重要な種の調査

任意採集法、ライトトラップ法、ピットフォールトラッ
プ法及び踏査

相調査昆虫類

捕獲、潜水観察、目視観察及び踏査重要な種の調査

捕獲、潜水観察及び目視観察相調査魚類

目撃法、捕獲法及び鳴き声による確認重要な種の調査

目撃法、捕獲法及び鳴き声による確認相調査両生類

目撃法、捕獲法及びトラップ法重要な種の調査

目撃法、捕獲法及びトラップ法相調査爬虫類

猛禽類：定点センサス法及び踏査
猛禽類以外：ラインセンサス法、任意観察法、

定点センサス法及び踏査
サギ類の採餌行動等：目視観察

重要な種の調査

ラインセンサス法、任意観察法及び定点センサス法相調査鳥類

目撃法、フィールドサイン法及び踏査重要な種の調査

目撃法、フィールドサイン法、トラップ法、無人撮影法、
バットディテクターによる確認及びカスミ網による捕獲

相調査哺乳類

現地調査の手法調査すべき情報

動物の調査地域
（サギ類、 猛禽類以外)

■ 調査地域 （一般：サギ類・猛禽類以外）

【調査地域の設定根拠】
事業による影響が及ぶお

それがある範囲として、
「対象事業実施区域、湛井
堰から河口までの高梁川、
大渡川合流点から高梁川合
流点までの小田川及び地下
水の水位の変化のおそれの
ある地域を包含した範囲」
とした。

湛井堰

大渡川合流点

7.動物（1/2）
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■ 調査項目・調査手法



猛禽類の調査地域サギ類の調査地域

■ 調査地域 （サギ類）

【調査地域の設定根拠】
事業による影響が及ぶおそ

れがある範囲として、対象
事業実施区域周辺に生息す
る個体の行動圏を考慮し、
「対象事業実施区域の境界
から3kmの範囲、湛井堰から
河口までの高梁川、大渡川
合流点から高梁川合流点ま
での小田川及び地下水の水
位の変化のおそれのある地
域を包含した範囲」とした。

【調査地域の設定根拠】
事業による影響が及ぶおそ
れがある範囲として、対象
事業実施区域周辺に生息す
る個体の行動圏を考慮し、
「対象事業実施区域の境界
から3kmの範囲、その下流の
河口までの高梁川及び地下
水の水位の変化のおそれの
ある地域を包含した範囲」
とした。

■ 調査地域 （猛禽類）
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12種

1種

36種

58種

31種

4種

4種

58種

2種

13種

3種

26種

15種

19種

5種

3種

33種

4種

20科25科底生動物

3科1科クモ類

7科7科陸産貝類

13科37科昆虫類

7科9科魚類

4科3科両生類

3科4科爬虫類

19科28科鳥類

3科2科哺乳類

調査地域＊2

(H22.9～H24.2)
自然的状況の調査範囲＊1

（文献、H3～21現地）
分類群

■動物の重要な種の種数

＊1．方法書(平成24年1月)に掲載した種数を示す。種数は平成21年までの調査結果による。
＊2．文献調査の結果は含まない。今後、専門家の指導により変更になる可能性がある。

【動物の重要な種の選定根拠】
以下に示すa～ｆの一つ以上に該当するものとした。

a.「文化財保護法(昭和25年法律第214号)」に基づき指定された天然記念物又は特別
天然記念物、「岡山県文化財保護条例(昭和29年岡山県条例第90号)」、「倉敷市
文化財保護条例(昭和42年倉敷市条例第97号)」、「総社市文化財保護条例(平成
17年総社市条例第117号)」、「矢掛町文化財保護条例(昭和32年矢掛町条例第5
号)」に基づき指定された天然記念物

b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(平成4年法律第75号)」
に基づき指定された国内希少野生動植物種又は緊急指定種

c.「岡山県希少野生動植物保護条例(平成15年岡山県条例第64号)」に基づく指定希
少野生動植物

d. 「鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて
(環境省 平成18年12月)」、「哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ
及びⅡのレッドリストの見直しについて(環境省 平成19年8月)」に掲載されてい
る種

e.「岡山県版レッドデータブック2009－絶滅のおそれのある野生生物－(岡山県 平
成22年4月)」に掲載されている種

f.その他専門家により指摘された重要な種

【注目すべき生息地の選定根拠】
前述のa及び以下に示すg～jの一つ以上に該当するものとした。

g.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(平成4年法律第75号)」
に基づき指定された生息地等保護区

h.「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約(昭和55年条約28
号)」に基づき登録された湿地

i.「岡山県希少野生動植物保護条例(平成15年岡山県条例第64号)」に基づき指定さ
れた生息地等保護区又は保護推進区

j.その他専門家により指摘された重要な生息地

■注目すべき生息地
・文献調査及び現地調査において注目すべき

生息地は確認されなかった。

7.動物（2/2）
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■動物相の種数
自然的状況の調査範囲*1

（文献、H3～21現地）

51種

242種

269種

1716種

49種

10種

14種

152種

18種

40種

212種

408種

3,084種

107種

10種

15種

211種

22種

21科14科陸産貝類

253科

13科35科魚類

326科昆虫類

5科4科両生類

8科7科爬虫類

101科183科底生動物

分類群
調査地域＊2

(H22.9～H24.2)

35科30科クモ類

43科53科鳥類

9科13科哺乳類

＊1．方法書(平成24年1月)に掲載した種数を示す。種数は平成21年までの調査結果による。
＊2．文献調査の結果は含まない。今後、専門家の指導により変更になる可能性がある。



8．植物
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任意採集法重要な種
の調査

任意採集法相調査蘚苔類

定量採集相調査付着藻類

踏査
アサザの生育状況及び生育環境の状況：

コドラート法、ベルトトランセクト法及び目視
観察等

重要な種
の調査

踏査、コドラート法及びベルトトランセクト法植生調査

踏査相調査種子植物・
シダ植物

現地調査の手法調査すべき情報

植物の調査地域

■ 調査地域

【調査地域の設定根拠】
事業による影響が及ぶお

それがある範囲として、
「対象事業実施区域、湛井
堰から河口までの高梁川、
大渡川合流点から高梁川合
流点までの小田川及び地下
水の水位の変化のおそれの
ある地域を包含した範囲」
とした。

8.植物（1/3）
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■ 調査項目・調査手法



■植物の重要な種の種数

分類群
調査地域＊2

(H22.9～H23.10)
自然的状況の調査範囲＊1

(文献、H4～21現地)

3科3種2科2種蘚苔類

－－付着藻類

35科54種38科71種
種子植物・
シダ植物

【植物の重要な種の選定根拠】
以下に示すa～ｆの一つ以上に該当するものとした。

a.「文化財保護法(昭和25年法律第214号)」に基づき指定された
天然記念物又は特別天然記念物、「岡山県文化財保護条例(昭
和29年岡山県条例第90号)」、「倉敷市文化財保護条例(昭和
42年倉敷市条例第97号)」、「総社市文化財保護条例(平成17
年総社市条例第117号)」、「矢掛町文化財保護条例(昭和32年
矢掛町条例第5号)」に基づき指定された天然記念物

b.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(平
成4年法律第75号)」に基づき指定された国内希少野生動植物
種又は緊急指定種

c.「岡山県希少野生動植物保護条例(平成15年岡山県条例第64
号)」に基づく指定希少野生動植物

d.「哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及びⅡの
レッドリストの見直しについて(環境省 平成19年8月)」に掲
載されている種

e.「岡山県版レッドデータブック2009－絶滅のおそれのある野
生生物－(岡山県 平成22年4月)」に掲載されている種

f.その他専門家により指摘された重要な種

【重要な群落の選定根拠】
前述のa及び以下に示すg～hの一つ以上に該当するものとした。

g.「植物群落レッドデータブック((財)日本自然保護協会・(財)
世界自然保護基金日本委員会 平成8年4月)」に掲載されてい
る群落

h.その他専門家により指摘された重要な群落

■植物相の確認状況

自然的状況の調査範囲*1

(文献、H4～21現地)
分類群

調査地域＊2

(H22.9～H23.10)

52科 114種14科 19種蘚苔類

21科 113種24科 151種付着藻類

149科 1,056種159科 1,270種
種子植物・
シダ植物
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＊1．方法書(平成24年1月)に掲載した種数を示す。種数は平成21年までの調査結果による。
＊2．文献調査の結果は含まない。今後、専門家の指導により変更になる可能性がある。

＊1．方法書(平成24年1月)に掲載した種数を示す。種数は平成21年までの調査結果による。
＊2．文献調査の結果は含まない。今後、専門家の指導により変更になる可能性がある。

8.植物（2/3）



■ 植生図（1/5,000）
・平成22年度植生図作成調査の結果を示す。
・５２群落が確認された。

1/5,000植生図
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ジャヤナギ-アカメヤナギ群
集（低木林）

31

ジャヤナギ-アカメヤナギ群
集

ヤナギ高木林30

ウキシバ群落29

チガヤ群落28

ススキ群落27

シダレスズメガヤ群落26

セイバンモロコシ群落25

イ群落24

キシュウスズメノヒエ群落23

セリ－クサヨシ群集単子葉草本群落
（その他の単子葉草本
群落）

22

オギ群落単子葉草本群落
（オギ群落）

21

ツルヨシ群集単子葉草本群落
（ツルヨシ群落）

20

ヨシ群落単子葉草本群落
（ヨシ群落）

19

カゼクサ-オオバコ群集18

ヤブガラシ群落17

セイタカアワダチソウ群落16

カラムシ群落15

ヨモギ-メドハギ群落14

カワラヨモギ-カワラハハコ群
落

多年生広葉草本群落13

タウコギクラス（湿性一年草
群落）

12

カナムグラ群落11

オヒシバ-アキメヒシバ群集10

オオブタクサ群落9

ヒメムカシヨモギ-オオアレチ
ノギク群落

8

メヒシバ-エノコログサ群落7

オオオナモミ群落1年生草本群落6

コウボウシバ群落砂丘植物群落5

ヒルムシロクラス4

オニバス群落3

アサザ群落2

タチモ群落沈水・浮葉植物群落1

群落名基本分類No.

メダケ・ネザサ群落その他の低木林32

クズ群落33

ノイバラ群落34

アベマキ・コナラ群落落葉広葉樹林35

開放水面開放水面66

自然裸地自然裸地65

道路64

コンクリート構造物63

構造物人工構造物62

人工裸地61

ゴルフ場60

公園・グラウンドグラウンドなど59

人工草地人工草地58

ハス田57

水田水田56

畑地（畑地雑草群落）畑55

果樹園54

クワ畑果樹園53

アカマツ植林52

植栽樹林郡51

ハリエンジュ群落50

シンジュ群落49

センダン群落植林地（その他）48

スギ・ヒノキ植林植林地（スギ・ヒノキ）47

竹林植林地（竹林）46

コバノミツバツツジ-アカマツ
群落

45

アカマツ・ネズ群落常緑針葉樹林44

アラカシ群落常緑広葉樹林43

ノグルミ群落42

ムクノキ-エノキ群集41

オニグルミ群落40

ヤマグワ群落39

ヌルデ-アカメガシワ群落38

アキニレ群落37

ハンノキ群落36

群落名基本分類No.

8.植物（3/3）

：市町村界
：調査地域

自然裸地
人工構造物
グラウンドなど
人工草地
水田
畑
果樹園
植林地（その他）
植林地（スギ・ヒノキ）
植林地（竹林）
常緑針葉樹林
常緑広葉樹林
落葉広葉樹林
その他の低木林
ヤナギ高木林
単子葉草本群落（その他の単子葉草本群落）
単子葉草本群落（オギ群落）
単子葉草本群落（ツルヨシ群落）
単子葉草本群落（ヨシ群落）
多年生広葉草本群落
1年生草本群落
砂丘植物群落
沈水・浮葉植物群落

凡例
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（空白ページ）



9.生態系
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生態系（上位性）の
調査地域

■ 調査地域 生態系（上位性）

【調査地域の設定根拠】
事業による影響が及ぶおそ

れがある範囲として、対象
事業実施区域周辺に生息す
る個体の行動圏を考慮し、
「対象事業実施区域の境界
から3kmの範囲、湛井堰から
河口までの高梁川、大渡川
合流点から高梁川合流点ま
での小田川及び地下水の水
位の変化のおそれのある地
域を包含した範囲」とした。

ラインセンサス法及び定点センサス法
サギ類の採餌行動等：目撃観察法

サギ類の分布、生息の状況及
び生息環境の状況

現地調査の手法調査すべき情報

湛井堰

大渡川合流点

9.1 生態系（上位性）(1/11)
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■ 調査項目・調査手法



上位性：柳井原貯水池及びその周辺の区域における生態

系の食物連鎖の頂点に位置する種としてサギ類

を想定。（確認状況は右写真のとおり）

【選定の観点】
①餌生物が多様 ②外来種でない
③調査が可能 ④解析・予測が可能

⑤調査地域への依存性が高い
（特に柳井原貯水池、小田川、真備平野の水田への依存性が高い）

【調査地域における生態系の概略図】

付着藻類

水生昆虫類

肉食性の水生昆虫類、両生類

サギ類（ゴイサギ、
アオサギ等）、ミサゴ

このうち、調査地域周辺への依存度、調査すべ
き情報の得やすさ等を勘案して、サギ類を想定。

植物

昆虫類

肉食性の昆虫類、両生類、
爬虫類、鳥類、小型哺乳類

サギ類（アマサギ、チュウサギ等）、
猛禽類、中型哺乳類

雑食性魚類

河川域 陸域

ねぐらＡ

集合場所

・調査地域では、ねぐら６箇所、集団営巣地２箇所
が確認されている。

・サギ類は、平野部の水田、河川上流の浅場を餌場
として利用している。

9.1 生態系（上位性）(2/11)
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■ 上位性の注目種等の選定 ■ サギ類の確認状況

写真 サギ類のねぐらの状況



捕獲、潜水観察及び目視観察
回遊性の魚類、甲殻類
の分布、生息の状況及
び移動経路の状況

目撃法、捕獲法、無人撮影法、
コドラート法等、各項目に適
した手法

生息・生育環境の状況
（河川形態、河川横断
工作物、植生、群落構
造等）

踏査
生息・生育環境の状況
（河床構成材料）

無人撮影法

ライセンサス法及び定点セン
サス法
サギ類の採餌行動等・目視観
察

現地調査の手法

タヌキ等の哺乳類の分
布、生息状況及び移動
経路の状況複数の環境

を移動し生
息する種

生息・生育環境の状況
及び生物群集の状況

地域の典型
的な環境と
そこに生
息・生育す
る生物群集

調査すべき情報

生態系（典型性）の
調査地域

■ 調査地域 生態系（典型性）

【調査地域の設定根拠】
事業による影響が及ぶお

それがある範囲として、
「対象事業実施区域、湛井
堰から河口までの高梁川、
大渡川合流点から高梁川合
流点までの小田川及び地下
水の水位の変化のおそれの
ある地域を包含した範囲」
とした。

湛井堰

大渡川合流点
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■ 調査項目・調査手法



■河川環境特性の整理

表9.1 河川環境特性の整理項目

水際部の植生及びその存在により、生息
する動物が異なることが考えられる。ま
た、河岸の植生の覆い方により、河床の
日照条件、夏季の水温条件、落下昆虫の
供給状況が異なることが考えられる。

河川植生

河床構成材料の違いにより、空隙の有無
が異なるなど生物の生息・生育環境が異
なることが考えられる。

河床構成材料

河川形態は、瀬と淵の分布様式により河
川を形態区分したものであり、区分の違
いにより生物の生息・生育環境が異なる
ことが考えられる。

河川形態
(河床型の分布)

河川幅は、一般に下流では大きく上流で
は小さい。この違いにより開空率等が異
なり、生物の生息・生育環境が異なるこ
とが考えられる。

河川幅
(河川敷幅・水面
幅)

取水堰は堰の上下流で流況を変化させる。
また、大きな人工構造物の背水は堆砂や
止水的な環境が生じやすい。

堰の設置の状況

河床勾配は、一般に上流では大きく下流
では小さい。この違いにより流況等が異
なり、生物の生息・生育環境が異なるこ
とが考えられる。

河床勾配

生息・
生育環境

着目点整理項目

○典型性を把握するため、生物の生息・生育基盤となる環境を高梁川

及び小田川の流程に沿って整理し、その連続性とそこに依存する

生物群集から環境類型区分を行う。

○ここでは、既往調査の結果から河床勾配、河川形態及び河川植生

を整理する。整理項目とその着眼点を下表に示す。

■環境類型区分の設定
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感潮域 湛水区間 
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瀬淵が不明
瞭でワンド
状の緩流域
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湛水区間 

人工構造物
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グラウンド
等が目立つ
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し落葉広葉樹
林が目立つ 

草本群落が
目立つ 

草本群落が
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湛水するため
自然裸地が目

立つ 

瀬淵に対応した
多様な河床構成
材料が分布

砂質の干潟 
が分布 

水深があり、河床 
構成材料は不明 

砂が目立つ 

＊1 

＊1不明：水深が深く河床の状況が目視で確認できない範囲。
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目立つ 
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○典型性の視点から類型化できる生息・生育環境の抽出は以下の視

点で行う。

・河川域は、河川形態、河川植生、構造物の設置状況等によって類型
化した環境のうち、流路長が長い環境であること。
⇒高梁川４区分、小田川２区分、柳井原貯水池の合計７区分が想定さ
れる。

・陸域は、地形、植生、土地利用によって類型化した環境のうち、面積
が大きい環境であること。
⇒陸域は、平野部と丘陵地に２区分することができる。

・自然又は人為により長期間維持されてきた環境であること。
⇒上記の河川域及び陸域で区分した環境は、長期間維持されるもの
と考えられる。

(I) 樹林が広がる丘陵地

(H) 耕作地や集落が広がる平野部

(G) 柳井原貯水池及び周辺の耕作地

(F) 小田川の中流の区間

(E) 小田川の澪筋が複雑で小水路が並行して流れ
る区間

(D) 高梁川の中流の区間

(C) 高梁川と八幡山が連続する区間

(B) 高梁川の潮止堰湛水区間

(A) 高梁川の感潮域

陸域

柳井原貯
水池

小田川

高梁川

生息・生育環境

【環境類型区分 ⇒ ９区分】
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■環境類型区分の想定結果

(D)高梁川の中流の区間

(C) 高 梁 川 と 八 幡 山 が
連続する区間

(G) 柳 井 原 貯 水 池及び
周辺の耕作地

(B) 高 梁 川 の 潮 止 堰
湛水区間

(A)高梁川の感潮域

(E)小田川の澪筋が複雑
で小水路が並行して流
れる区間

(F)小田川の中流の区間

(I)樹林が広がる丘陵地

(H)耕作地や集落が広が
る平野部

水田地帯の水路

耕作地

環境類型区分



・河床勾配は、1/2,200で緩く、瀬

淵はあるが不明瞭である。
・平坦な河川敷には全面にオギ

草地が広がっており、草地や
藪を好む鳥類及び昆虫類がみ
られる。

・河川内のかんがい用排水路、
ワンド状の緩流域及び小川が
存在するため、流れの緩い環
境を好む魚類が多く生息する。

(E) 小田川の澪筋が複雑で小水
路が並行して流れる区間

・河床勾配は、1/900でやや急勾

配であり、瀬と淵が形成されて
いる。

・水面幅より河川敷の幅が広く、
水際部には湿性地や氾濫原特
有の草地環境や礫河原がある。
また、高水敷にはオギ等の乾
性の草地環境が広がっている。

・河床勾配は、1/900でやや急勾

配である。
・八幡山から水辺の河畔林へと

環境が連続しており、落葉広
葉樹が多く分布し、山地及び水
辺を利用する生物がみられる。

・笠井堰の下流の流水区間には
ワンドや緩流域がみられ、アカ
ザ等の河川中下流域に生息す
る魚類がみられる。

・河床勾配は1/2,850で緩く、川

幅が広い湛水区間で、河道は
直線的である。

・河川敷には、耕作地や公園等
の人工的な環境が広がってお
り、市街地に適応したヒヨドリ等
が生息する環境。

・湛水区間には、カルガモ等の
鳥類、緩流域を好むゼゼラ等
の魚類が生息する。

・河床勾配は1/2,850で緩く、干

潮時には干潟が出現する。

・下流部は、コンクリートの護岸
で水域と陸域が隔てられており、
海浜植生や塩性湿地はほとん
どみられないが、干潟を利用す
る鳥類、チゴガニ等が生息する。
また、水域には内湾を好むヒイ
ラギ等の魚類が生息する。

(D) 高梁川の中流の区間
(C) 高梁川と八幡山が連続する

区間
(B) 高梁川の潮止堰湛水区間(A) 高梁川の感潮域

・尾根部を中心にアカマツ群落が
分布し、斜面にはアベマキ-コナ

ラ群集等の二次林が広がってい
る。

・樹林性の鳥類、昆虫類が特徴的
にみられる。

(I) 樹林が広がる丘陵地

・真備平野を中心に分布し、網目状に広がる集落等に分
断されるように水田地帯がパッチ状に分布する。

・水田を採餌場として利用するサギ類、草地や耕作地を
好むケリ等の鳥類が生息する。

・また、水田の畦等にみられるキバラコモリグモ等の昆
虫類が生息する。

・広い止水域で、左岸には八幡山が迫っ
ており、右岸側は畑地が広がっている。

・水際近くまで畑地が分布し、わずかに
みられる浅場にはササバモ群落等が
見られる。

（※優占種は、ブルーギル、オオクチバ
ス等の外来生物や国内移入種である）

・河床勾配は、1/2,200で緩いが、瀬

淵が明瞭である。かんがい期には
湛水区間となるため、自然裸地が
分布し、イカルチドリが生息する。

・河岸にはヤナギ林及び竹林が点
在し、オギ群落がその間に分布す
る。

(H) 耕作地や集落が広がる平野部(G) 柳井原貯水池及び周辺の耕作地(F) 小田川の中流の区間
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■典型性の注目種等の設定

アラカシ、アベ
マキ等

－

シロオビチビサビキ
コリ、ウスバミスジエ
ダシャク、オオクチキ
ムシ、オオモンシロ
ナガカメムシ

－－

アオゲラ、コゲラ、
シロハラ、ウグイ
ス、エナガ、ヤマガ
ラ、メジロ、ヒヨドリ

イノシシ(I)
樹林が広がる丘陵地

チガヤ等
－

イネヨトウ、オオヨコ
バイ、キバラコモリグ
モ

ドジョウ、メダカトノサマガエル、
ヌマガエル

チュウサギ、ケリ、
ヒバリ、ムクドリ

カヤネズミ(H)
耕作地や集落が広が
る平野部

ササバモ、アサ
ザ等

深い止水環境に依存す
る在来種はいない。

クロヤマアリ深い止水環境に
依存する在来種
はいない。

－
カイツブリ、ハシビ
ロガモ、キンクロ
ハジロ、オオバン

－
(G)
柳井原貯水池及び周
辺の耕作地

オギ、ヤブガラ
シ等

トウヨウモンカゲロウチビドロムシヌマムツ、モツゴ、
ゼゼラ、スジシマド
ジョウ中型種、トウ
ヨシノボリ

－

コガモ、イカルチド
リ、スズメ

カヤネズミ(F)
小田川の中流の区間

オギ、アカメヤ
ナギ等

トンガリササノハガイ、
イシガイ、ヒメトビイロカ
ゲロウ、オオシマトビケ
ラ、ヒメガムシ、ハイイロ
ゲンゴロウ

マメガムシ、ハラオカ
メコオロギ、ナガマ
ルガタゴミムシ

アブラボテ、スイ
ゲンゼニタナゴ、
ヌマムツ、ドジョウ、
メダカ、ドンコ

－

ウグイス、ホオジ
ロ、カワラヒワ

カヤネズミ(E)
小田川の澪筋が複雑
で小水路が並行して
流れる区間

オギ、アカメヤ
ナギ、ツルヨシ
等

アカマダラカゲロウ、エ
ラブタマダラカゲロウ

シバスズ、クマスズ
ムシ、スズムシ

カワムツ、ムギツ
ク、アカザ、アユ、
カジカ(中卵型)、カ
ワヨシノボリ

－

ダイサギ、カワラヒ
ワ、ホオジロ

カヤネズミ(D)
高梁川の中流の区間

オギ、アカメヤ
ナギ等

コガタシマトビケラ、ナカ
ハラシマトビケラ

モリチャバネゴキブ
リ

ムギツク、アカザ、
アユ、カジカ(中卵
型)、シマヨシノボ
リ、オオヨシノボリ

－

メジロ、エナガ、ヤ
マガラ

カヤネズミ(C)
高梁川と八幡山が連
続する区間

イ、オギ等トウヨウモンカゲロウ、
ムネカクトビケラ

オオシラナミアツバゼゼラ、カマツカ、
コウライニゴイ－

ヒヨドリ、カワラヒ
ワ、カルガモ－

(B)
高梁川の潮止堰湛水
区間

ヨシ、コウボウ
シバ等

ニッポンドロソコエビ、コ
ケゴカイ、ウミゴマツボ、
ホトトギスガイ、チゴガ
ニ

ハマベアワフキメナダ、コノシロ、
ヒイラギ

－

ヒドリガモ、チュウ
シャクシギ

－

(A)
高梁川の感潮域

植物底生動物
昆虫類・
クモ類

魚類
爬虫類・
両生類

鳥類哺乳類環境類型区分
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・環境類型区分に生息・生育する生物群集のうち、事業による影響を確認しやすい種として、当該
環境類型区分に依存する代表的な種または特徴的な環境要素への依存性が高い種を選定。

・外来種は選定しない。

※注目種等の選定については、予測・評価の段階で再度検討する。



・生活史において対象事業実施区域を移
動経路の一部とする生物群集のうち、事
業による影響を確認しやすい種を選定

○複数の環境を移動し生息する種（原則：現地調
査により確認された種）

【(a) 陸域】

・哺乳類：広い行動圏を有する種であり、かつ調査
が容易な種（足跡を残すなど調査が容易な種を対
象）

⇒ タヌキ、キツネ、テン、アナグマ、イノシシ
を選定

【(b) 河川域】
・魚類、甲殻類：生活史において河川域と海域を移
動する回遊性の移動範囲が広い種であり、かつ
調査が容易な種

・高梁川、小田川での遡上状況の変化が想定され
るため、両河川の生息種から選定

・漁業組合等による放流の状況を確認し、放流され
ている魚種等は注目種から除外する。（アユは除
外した）

⇒ カジカ中卵型、ゴクラクハゼ、シマヨシノボリ、
オオヨシノボリ、トウヨシノボリ、ヌマチチブ
を選定

行動圏が広く、広範囲
を利用していると考え
られる。

行動圏が狭く、広範
囲を利用していないと
考えられる。

雌67～437haイノシシ

半径1～2km程度アナグマ

半径1～2km程度テン

5～50km2キツネ
選定
する

足跡、糞等痕跡の確認は
容易であるが、個体識別
情報を入手するのは困難
である。

約50haタヌキ

雌約2ha、
雄約5ha

イタチ属

選定
しない

足跡、糞等痕跡の確認は
容易であるが、個体識別
情報を入手するのは困難
である。

半径300m程度ノウサギ

哺
乳
類

結果及び選定理由調査の容易性行動圏の広さ種名

幼体の移動の把握が困
難である。

確認頻度が高く分布及
び遡上経路の把握が容
易である。

確認頻度は低いが、分
布及び遡上経路の把握
が容易である。

放流対象魚である。ま
た、小田川では産卵場
が確認されていないこ
とから移動経路の影響
検討に適さないと考え
られる。

確認頻度が低く、移
動経路及び移動状況の
把握が困難である。

ヌマエビ

選定
しない

成体の確認頻度が高く、
分布の把握が容易である
が、遡上する幼体の確認
が困難である。

両側
回遊型

モクズガニ甲
殻
類

ヌマチチブ

トウヨシノボリ

オオヨシノボリ

シマヨシノボリ
選定
する

確認頻度が高い。生活
史の情報が得られており、
遡上、降河の時期が判明
している。成魚、遡上稚
魚の確認は容易である。
仔魚の捕獲及び同定が

やや困難である。

両側
回遊魚

ゴクラクハゼ

選定
する

確認頻度が低く、移動経
路の把握が困難である。

両側
回遊魚

カジカ中卵型

選定
しない

既往の情報があり、遡上、
産卵及び降下状況の把握
は容易である。

両側
回遊魚

アユ

遡河
回遊魚

ウグイ

選定
しない

確認頻度が低く、移動経
路の把握が困難である。

降河
回遊魚

ウナギ

魚
類

結果及び選定理由調査の容易性生活型種名

■注目種等として想定される種（移動性：陸域）

■注目種等として想定される種（移動性：河川域）

9.3 生態系（移動性）(8/11)
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■移動性の注目種等の設定



■ 調査結果

○タヌキの調査結果（上記の種の中でも最も多く確認された種）

--2.0k2.0k

--3.0k3.0k

10.0k10.0k

■柳井原貯水池下流部の左右岸を往き来するタヌキ（少なくと
も2個体）が確認されている。（図中の赤矢印）

図 タヌキの確認地点

・移動性の注目種等であるタヌキ、キツネ、テン、アナグマ、イノシシは、広い

行動圏を持っており、調査地域の広い範囲を利用し、八幡山周辺も利用し

ていると考えられる。

・タヌキ、キツネ、テンは、現地で堤防の道路上を移動・利用する個体が確認

されている。

・タヌキ、キツネ、イノシシは、河川を横断する個体の目撃事例等がある。

・アナグマは、高梁川の中州を利用する個体の確認もある。

9.3 生態系（移動性・陸域）(9/11)
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・調査地域の広い範囲で確認され、八幡山周辺でも確認されている。
・現地では、八幡山周辺の堤防上を利用する個体が確認されている。



○採捕調査及び耳石分析の結果
カジカ中卵型、オオヨシノボリ、ヌマチチブは、高梁川を主要な生息場としていると考えられる。

○ カジカ中卵型、オオヨシノボリの主要な生息地は、浮石の瀬が分布する、笠井堰よりも上流の高梁川と考えられる。
○ カジカ中卵型は、回遊型と陸封型が確認されており、回遊型の個体は、海域～湛井堰の区間を移動している。

○オオヨシノボリは、回遊型のみ確認されており、海域～湛井堰の区間を移動している。また、小田川にも生息する個体がおり、少数個体が遡上し
ていると考えられる。

○ヌマチチブは、高梁川中～下流部や柳井原貯水池で確認されており、回遊型と陸封型が確認されており、回遊型の個体は、海域～湛井堰の区
間を移動していると考えられる。

※カジカ中卵型、オオヨシノボリ、ヌマチチブは、湛井堰より上流でも確認されている。

浮石のある瀬

生息環境の景観

回
遊
の
経
路

浮石のある瀬

生息環境の景観

回
遊
の
経
路

生息環境の景観

生息環境の景観 回
遊
の
経
路

【カジカ中卵型】 【オオヨシノボリ】 【ヌマチチブ】

9.3 生態系（移動性・河川域）(10/11)
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※トウヨシノボリは、湛井堰より上流でも確認されている。

○採捕調査及び耳石分析の結果
ゴクラクハゼ、シマヨシノボリ、トウヨシノボリは、高梁川及び小田川を主要な生息場としていると考えられる。

○ ゴクラクハゼの主要な生息地は潮止堰より上流の高梁川、宮田堰までの小田川、及び柳井原貯水池と考えられる。回遊型と陸封型が確認

されており、回遊型の個体は、海域～湛井堰、宮田堰の区間を移動していると考えられる。
○ シマヨシノボリの主要な生息地は、潮止堰より上流の高梁川、及び宮田堰までの小田川と考えられる。回遊型が確認されており、回遊型の

個体は、海域～湛井堰、宮田堰の区間を移動していると考えられる。
○ トウヨシノボリは、調査地域の全域に広く生息し、高梁川と小田川のほかにも、柳井原貯水池や支川等でも確認されている。回遊型と陸封型

が確認されており、回遊型の個体は、海域～湛井堰、八高堰の区間を移動していると考えられる。

9.3 生態系（移動性・河川域）(11/11)
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生息環境の景観

生息環境の景観

回
遊
の
経
路

生息環境の景観

生息環境の景観

回
遊
の
経
路

生息環境の景観

生息環境の景観

回
遊
の
経
路

【ゴクラクハゼ】 【シマヨシノボリ】 【トウヨシノボリ】

（平野部用水路）



10.景観
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【調査地域の設定根拠】
事業による影響が及ぶお

それがある範囲として、
「対象事業実施区域の境
界から3kmの範囲」とした。

10. 景観 (1/5)

■調査項目・調査手法

文献調査

写真撮影

主要な眺望景観の状況

（主要な眺望点から見た景観資源
の視覚的な状況）

景観資源の状況

（眺望対象となる景観資源の分布、
種類及び自然特性）

調査すべき情報 調査の基本的な手法

主要な眺望点の状況

（主要な眺望点の分布、利用状況）

文献調査

景観の調査地域

■調査地域

○主要な眺望点 ：不特定かつ多数の者が利用している景観資源を眺望する場所をいう。

○景観資源 ：景観として認識される自然的構成要素として位置づけられるものをいう。

○主要な眺望景観：主要な眺望点から景観資源を眺望する場合の景観をいう。

主要な眺望景観 主要な眺望点

景観資源
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あたごやま

主要な眺望点
及び景観資源

（１）主要な眺望点

（２）景観資源

・主要な眺望点（調査地点）は、調査地域内の眺望点につい
て、景観資源と対象事業実施区域の視認可能性、可視領
域、視角、静視野による選定を行った後、現地踏査による
確認を行って設定した。

10. 景観 (2/5)
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森林浴や野鳥との出会いを楽しめる公園愛宕山公園4

散歩等で利用される高水敷へのスロープ高梁川左岸堤防3

付近には、新興住宅地があり、通勤、
通学等で利用される駅

井原鉄道川辺宿駅2

近隣住民の通勤、通学等の生活道路川辺歩道橋1

概況主要な眺望景観No.

都市計画法の自然的景観を維持し、樹林
等の保存を図るべき区域（八幡山を含め
た丘陵景観）

風致地区

（酒津丘陵地）
2

岡山県の中央部を占める台地状非火山
性高原（第3回自然環境保全基礎調査に
記載されている自然景観資源）

吉備高原1

概況景観資源No.

かわべじゅく



高梁川の下流方向を望ん
だ河川景観及び風致地区
と一体となった自然景観を
眺望

南山掘削
法面の存在

風致地区川辺歩道橋

高梁川の河川景観及び
風致地区と一体となった自
然景観を眺望堤防の存在風致地区

高梁川
左岸堤防

風致地区と一体となった
自然景観を眺望

南山掘削
法面の存在

風致地区
井原鉄道
川辺宿駅

風致地区と一体となった
自然景観及び高梁川の河
川景観を眺望

堤防の存在風致地区

秋季：平成22年11月26日
冬季：平成23年 2月22日
春季：平成23年 5月18日
夏季：平成23年 8月16日
春季：平成24年 5月19日

愛宕山
公園

眺望景観影響要因景観資源調査期間等主要な眺望点

10. 景観 (3/5)
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（２）井原鉄道川辺宿駅

風致地区

井原鉄道川辺宿駅からの眺望景観(現況)

（１）愛宕山公園

風致地区と一体となった丘陵

愛宕山公園からの眺望景観(現況)

・正面から左には風致地区と一体となった丘陵地が広がって
いる。

・調査地点は樹木の影響で薄暗い印象を受けるが、視野の
手前から前面に丘陵地の緑が広がっており、自然豊かな
眺望景観である。

・井原鉄道川辺宿駅からは正面奥に風致地区を望むことができる。
・視野の中央部分に右から左にかけて小田川の左岸堤防が延び、
その手前には田園地帯が左奥の新田集落まで広がっており、田
園と集落と山とで構成される眺望景観である。

10. 景観 (4/5)

■主要な眺望景観の状況
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（４） 川辺歩道橋

川辺歩道橋からの眺望景観(現況)

風致地区と一体となった丘陵

（３）高梁川左岸堤防

高梁川左岸堤防からの眺望景観(現況)

風致地区と一体となった丘陵

・高梁川左岸堤防からは高梁川の河川景観及び風致地区と一体となった
自然景観を望むことができる。

・正面に山陽自動車道の橋梁があるが、その右手には風致地区と一体と
なった丘陵地、手前部分には高梁川の河川敷のオギ群落が広がり、自
然豊かな状況となっている。

・また、高梁川の河川敷と丘陵地の連続性と、なだらかな丘陵地により形
成されるスカイラインによりゆったりとした感じがする眺望景観である。

・川辺歩道橋からは高梁川の河川景観及び風致地区と一体となっ
た自然景観を望むことができる。

・高梁川の下流方向の河川景観が広がっており、その奥には風致
地区と一体となった丘陵地が広がっている。

・高梁川の水面と高水敷、そしてスカイラインを形成する山々が調
和しており、遠くの山々によりゆったりとした感じがするほか、高
梁川がやすらぎを感じさせる眺望景観である。

10. 景観 (5/5)
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山陽自動車道橋梁

高
梁
川



11．人と自然との触れ合いの活動の場
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■調査項目・調査手法

文献調査

聴取

踏査、カウント調査

主要な人と自然との触れ合い
の活動の場の分布、利用の
状況及び利用環境の状況

調査すべき情報 調査の基本的な手法

人と自然との触れ合いの活動
の場の概況

文献調査

調査地域及び
調査地点

■調査地域

※「主要な人と自然との触れ合いの活動の場」とは、事業の実施により、消失・
改変及び利用性や快適性へ影響を受けるおそれのある調査地域のうち、日
常的な人と自然との活動が一般的に行われている施設又は場とした。

11.人と自然との触れ合いの
活動の場 (1/3)
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【調査地域の設定根拠】

事業による影響が及ぶおそ

れがある範囲として、「対象
事業実施区域及びその周辺の
区域（対象事業実施区域から
500mの範囲及び風致地区（酒
津丘陵地）、並びにそれらの
範囲より下流の河口までの範
囲」とした。



調査期間:特に限定しない
調査時間帯:特に限定しない

文献調査共通

カウント調査
聴取

高梁川右岸高水敷

カウント調査
聴取

高梁川左岸高水敷

カウント調査
聴取

船穂橋上流付近の水辺 秋季:平成22年11月14日（日）、15日（月）
春季:平成23年 5月19日（木）、21日（土）
夏季:平成23年 7月28日（木）、31日（日）
春季:平成24年 5月13日（日）※、16日（水）※

調査期間:
平成22年度及び23年度
休日及び平日

調査時間帯:昼間

カウント調査
聴取

風致地区（酒津丘陵地）

調査時期調査期間等現地調査の手法調査地点

表11.1 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の調査内容

表11.2 カウント調査及び聴取の内容

利用交通手段

利用頻度

利用目的

聴取

活動内容

利用者層

利用者数

カウント調査

調査内容現地調査手法

11.人と自然との触れ合いの活動の場 (2/3)
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※カウント調査のみ



・高水敷の広場及び歩道が数多く整備されており、広場内や歩道で散歩等の利用が確認されている。こ
れらの広場や歩道によって広範囲に移動が可能である。

・利用者の来訪目的は大部分が「散策」や「犬の散歩」である。
・乗用車は主に県道279号下原船穂線を利用してのアクセスであり、徒歩の来訪者は、住居地側から河
川に続く堤防上のスロープや階段等からアクセスしている。

高梁川右岸高水敷

・高水敷の広場及び歩道が数多く整備されており、広場内や歩道で散歩等の利用が確認されている。こ
れらの広場や歩道によって広範囲に移動が可能である。

・利用者の来訪目的は大部分が「散策」である。
・乗用車は県道428号倉敷西環状線を利用してのアクセスであり、徒歩の来訪者は、住居地側から河川
に続く堤防上のスロープや階段等からアクセスしている。

高梁川左岸高水敷

・高水敷の歩道が水際まで整備され、低水路の護岸が多く整備されており、他地区と比べ安全に水際
に近づきやすい地区である。

・ “酒津付近水辺広場”は、子どもたちが水辺に近寄れるスポット（水遊び及び自然観察及び魚釣りが
できる）である。

・利用者の来訪目的は大部分が「釣り」である。
・高梁川右岸へは岡山県道279号下原船穂線、左岸へは岡山県道428号倉敷西環状線を利用してのア
クセスである。

船穂橋上流付近の水辺

・風致地区内は八幡山、高梁川及び酒津公園によって構成されている。高梁川右岸側は、護岸等の整
備はされておらず、笠井堰付近に浅場がある。高梁川左岸側の延長1kmの区間は、護岸が整備され
ている。酒津公園は遊歩道や親水広場等が整備されている。

・利用は、「散策」が最も多く、次いで「犬の散歩」及び高梁川での「水遊び」であった。
・高梁川右岸へは県道279号下原船穂線から締切堤防道路を通過する経路、左岸へは県道428号倉敷
西環状線を利用してのアクセスである。酒津公園へは主に周辺市道を利用してのアクセスである。

風致地区(酒津丘陵地)

調査結果地 区

11.人と自然との触れ合いの活動の場（3/3）
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（参考資料）
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（参考）■大気環境 調査結果

平成24年4月の現地調査結果によると水江集落
における地盤卓越振動数は、15.7Hｚである。

「道路環境整備マニュアル（社団法人 日本道路
協会，平成元年１月）」によると地盤卓越振動数が
15Hｚ以下であるものを軟弱地盤と呼ぶと記載さ

れていることから、各調査地点周辺は軟弱地盤で
はないものと考えられる。

地盤卓越振動数

対象事業実施区域及びその周辺の区域では、右
図に示すように固結堆積物、火山性岩石及び深
成岩等の固結地盤が広く分布しており、その間を
高梁川及び小田川が流下しているこれらの河川
の周辺では沖積層の未固結地盤が広がっている。
したがって、土工工事における、地山掘削工は固
結地盤、河川周辺の盛土工は未固結地盤とみな
すこととする。

地盤の状況振動

遮蔽物となる地形、工作物等は存在しない。

柳井原集落には、幼稚園、小学校がある。

水江集落には、障害福祉サービスがある。

調査地域は、高梁川及び小田川流域の平野部で
あり、住居や田畑が広く分布している。地表面の
状況は、主にアスファルトやコンクリート等の表面
の硬い地面及び田畑や草地である。

調査結果

道路交通騒音の伝
搬経路において遮
蔽物となる地形、工
作物等の存在

沿道の騒音が問題
となる学校、病院、
住居等の存在

地表面の種類

調査すべき情報

騒音

項目
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地質の状況



（参考）■推定地質断面 真備平野

＜A断面 ＞ ＜C断面 ＞

＜D断面 ＞

＜E断面 ＞

＜B断面 ＞

・真備平野の地質は、基盤岩上に
砂礫層が厚く堆積し、その上部に
粘性土層が堆積した地盤構成。

・このうち、表層部の粘性土層厚は
2m～7mで有機物を混入している
ことが多く、砂の薄層を挟在する
ところもあるが砂層の連続性は悪
い。

・一方、粘性土層下部の礫混り砂
層はよく締っており、全体にシルト
分を少量混入している。TP-10m
～15m以深に分布する砂礫層は
粘土分を多く含み、透水性は低い。

63



（参考）■推定地質断面 柳井原貯水地
柳井原貯水池周辺の地盤は、最上部に分布する泥土C～最下部の岩盤Brまで15層に区分される。

このうち、貯水池部は、帯水層となるAg層、Dg1層、Dg2層の3つの層が占める層厚が大きく、砂礫主体の堆積地盤である。

一方、柳井原地区は、Ac層及びDc1層を主体とする粘性土地盤が主体である。
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3.4×10-33.1×10-1～1.1×10-42.0×10-2～2.9×10-3Dg2洪積砂礫(2)

1.6×10-22.5×10-1～2.4×10-4

6.3×10-3
3.0×10-2～1.0×10-3Dg1洪積砂礫(1)

－

－

2.1×10-1

－

－

－

－

1.0×10-2

2.4×10-2

－

－

【実測平均値】

透水係数(cm/秒)

6.6×10-2～

－

－

2.1×10-1

－

－

－

－

－

1.7×10-3

2.4×10-2

－

－

【実測値】

透水係数(cm/秒)

真備平野 柳井原地区

-Br岩盤
1.6×10-4

4.2×10-4～6.0×10-5wBr風化岩

2.9×10-27.0×10-1～3.7×10-3Ag沖積砂礫

3.0×10-8Dc2洪積粘性土(2)
8.2×10-8

5.0×10-7～1.0×10-7Dc1洪積粘性土(1)

1.4×10-72.0×10-7～1.0×10-7Ac沖積粘性土

8.0×10-48.0×10-4Acs沖積中間土

-Ds2洪積砂質土(2)
-

-Ds1洪積砂質土(1)

1.5×10-2～8.2×10-4As2沖積砂質土(2)
5.7×10-3

5.9×10-2～1.1×10-3As1沖積砂質土(1)

1.61.0×10+1～2.6×10-1B盛土／埋土

【実測平均値】【実測値】

透水係数(cm/秒)透水係数(cm/秒)地層名

注）「－」：データなし

・平成22年度に実施した地質調査結果から得られた真備平野及び柳井原地区の各地層の透水係数を以下に示す。
・真備平野では、小田川左岸部分に位置するAg沖積砂礫は、透水係数が大きく2.10×10-1となっている。その他、砂質土は、10-2オーダー、洪
積砂礫は10-3オーダーとなっている。

・柳井原地区では、砂質土が10-3オーダー、砂礫が10-2～10-3オーダー、粘性土が10-7～10-8オーダーとなっている。粘性土が不透水層となっ
ている。

（参考） 透水係数
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■地下水利用施設の諸元

※1：H22.12.27倉敷市水道局聴取、※2：H23.1.20倉敷市水道局聴取
※3：H12.8.4真備町聴取

真備平野では、以下に示す揚水施設により、高梁川右岸
で地下水、伏流水の揚水が行われている。現在は7箇所の
揚水井から取水しているものの、近年取水量は年々減少
傾向にある。運転水位はGL-6m～-18m以上であり、口径
は100mm程度となっている。

柳井原地区では、クラレ取水管による揚水が行われている。
各取水管の揚水量は、「クラレ玉島工場」の実績の取水量と、豊水期・渇水期別に調査

した各取水井の取水量との関係から、以下の程度の揚水量になっている。

17,8476,1784,8622,9171,9451,945非かんがい期

21,62909,0125,4073,6053,605かんがい期

補助取水2号→1号5号→2号3号→2号4号→3号

全取水量
（m3/日）

クラレ取水管の揚水量（m3/日）：検証条件S62～H16
条件

図 地下水の揚水調査位置

図 地下水の揚水調査位置

＜クラレ揚水井＞

9842,4001,5382,0168号井

9,480

1,440

720

2,040

1,680

720

480

H12

※3※2

8,018

1,717

1,765

255

1,520

953

270

S55～H1平均

実績値(m3/日)

5,62614,112合計

5191,7287号井

7442,1606号井

1,8403,7445号井

7442,1604号井

4471,2963号井

3481,0082号井

H17～H21平均

※1取水
能力

(m3/日)
井戸

※1

（参考） 地下水の水位

＜真備揚水井＞
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注)1.実測平均取水量と期別の各取水位実績量との関係から設定
資料)1.利水年表（中国地方整備局 平成12年～21年）

2.高梁川水系取水施設他予備設計業務報告書（平成23年3月）



（１）地質の状況

真備平野及び柳井原地区のそれぞれの土質調査結果一覧を以下に示す。

■ 真備平野

798.8254.28207.44383.02384.86圧密降伏応力
(kN/m2)

圧
密

砂まじり粘土砂まじり粘土粘土粘土質礫質
砂砂質粘土地盤材料の

分類名
分
類

16.00～
16.90m

10.30～
11.10m

6.00～
6.55m

11.45～
11.70m

6.00～
6.80m深さ

D-2T-2T-1D-1T-1資料番号

新規柳井原No.10新規柳井原No.9調査地点

■ 柳井原地区

290.6

砂質粘土

1.00～
1.78m

M-3

413.98206.95321.29圧密降伏応力
(kN/m2)

圧
密

粘質土粘土粘土地盤材料の
分類名

分
類

6.00～6.60m1.00～
1.64m

3.00～
3.60m深さ

M-4M-2M-1調査地点

図 柳井原地区の圧密試験調査地点

図 真備平野の圧密試験調査地点

（参考） 土壌に係る環境その他環境
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圧密試験：圧密係数、圧密降伏応力を求める目的で行われ、これより地盤沈下量が計算可能
圧密降伏応力：粘土の圧密過程において、弾性的な挙動を示す過圧密域から塑性的な挙動を示す正規圧密域に

移行する境界の応力（降伏点）。

資料)1.高梁川下流部地質調査業務報告書（平成23年3月）

資料）1.平成11年度 真備町真備浄化センター実施設計（基本設計）土質調査報告書（平成11年12月）
2.H23.8 倉敷市提供（総社真備船穂線 測量・調査・詳細設計業務 平成18年）



表1 文献及び事業者の調査で確認された哺乳類の重要な種

-4種----4種2種4種3科計
不足○○イタチ属*1イタチ科4
準絶○○カヤネズミネズミ科3
Ⅱ類○ユビナガコウモリ2

Ⅱ類○モモジロコウモリ
ヒナコウモリ
科

1

fedcba
事業者の

調査
文献
調査

選定理由確認状況
種名科名No.

*1:イタチ又はチョウセンイタチの可能性があり、イタチの場合、「岡山県版レッドデータブック
2009－絶滅のおそれのある野生生物－(岡山県 平成22年4月)」の「情報不足」に該当する。

表2 文献及び事業者の調査で確認された鳥類の重要な種(1/3) 

準絶準絶○○ミサゴタカ科9
Ⅱ類準絶○○ハチクマ10
Ⅱ類準絶希○○オオタカ11
Ⅱ類○○ツミ12
Ⅱ類準絶○○ハイタカ13
準絶○○ノスリ14
Ⅱ類Ⅱ類○○サシバ15
準絶○ハイイロチュウヒ16
Ⅰ類ⅠB類○チュウヒ17

準絶不足○オシドリ8

Ⅱ類ⅠB類○ツクシガモカモ科7

Ⅰ類ⅠA類
○

クロツラヘラサ
ギ

トキ科
6

不足○○クロサギ5

不足準絶○カラシラサギ4

Ⅱ類準絶○○チュウサギ3

Ⅰ類ⅠB類○○ミゾゴイ2

Ⅱ類準絶○○ヨシゴイサギ科1

fedcba
事業者の

調査
文献調査

選定理由確認状況

種名科名No.

Ⅱ類Ⅱ類○アカアシシギシギ科28
不足ⅠA類希

○
カラフトアオアシ
シギ

29

Ⅱ類Ⅱ類○○ホウロクシギ30
不足ⅠB類○コシャクシギ31
Ⅰ類準絶○オオジシギ32
Ⅱ類Ⅱ類○○ズグロカモメカモメ科33
Ⅰ類Ⅱ類○○コアジサシ34
準絶○ジュウイチカッコウ科35
留意○○カッコウ36
留意○○ツツドリ37
Ⅱ類○コミミズクフクロウ科38
Ⅰ類○コノハズク39
Ⅱ類○○アオバズク40
Ⅱ類○○フクロウ41
Ⅰ類Ⅱ類○○ヨタカヨタカ科42
Ⅱ類○○ヤマセミカワセミ科43
Ⅰ類○アカショウビン44
Ⅰ類ⅠB類

○ブッポウソウ
ブッポウソ
ウ科

45

Ⅱ類Ⅱ類希○○ハヤブサハヤブサ
科

18
準絶○○チョウゲンボウ19
不足準絶○○ウズラキジ科20
不足Ⅱ類希特天○タンチョウツル科21
不足Ⅱ類○ナベヅル22
不足Ⅱ類○マナヅル23
Ⅱ類○○クイナクイナ科24
Ⅱ類Ⅱ類○○ヒクイナ25
準絶

○○タマシギ
タマシギ
科

26

準絶○○イカルチドリチドリ科27

fedcba
事業者の

調査
文献調査

選定理由確認状況

種名科名No.

表2 文献及び事業者の調査で確認された鳥類の重要な種(2/3) 

（参考）確認された重要な種
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※「a～ｆ」はp.33に対応する。



63種31種-4種1種45種53種63種29科計
不足準絶○○ノジコ63
留意○○ホオアカホオジロ科62

留意
○ゴジュウカラ

ゴジュウカ
ラ科

61

留意
○コガラ

シジュウカ
ラ科

60

準絶
○ツリスガラ

ツリスガラ
科

59

準絶
○○サンコウチョウ

カササギヒ
タキ科

58

留意○○オオルリ57
留意○○キビタキヒタキ科56
留意○○オオヨシキリ55
不足○コヨシキリウグイス科54
準絶○マミジロ53

準絶○コルリ52

準絶○コマドリツグミ科51

留意
○○カワガラス

カワガラス
科

50

Ⅰ類ⅠA類○チゴモズモズ科49

Ⅱ類Ⅱ類
○○サンショウクイ

サンショウ
クイ科

48

準絶○オオアカゲラ47
準絶○アカゲラキツツキ科46

fedcba
事業者
の調査

文献
調査

選定理由確認状況

種名科名No.

表2 文献及び事業者の調査で確認された鳥類の重要な種(3/3) 表3 文献及び事業者の調査で確認された爬虫類の重要な種

-4種2種---3種4種4種4科計
Ⅱ類○○シロマダラヘビ科4
Ⅱ類○タワヤモリヤモリ科3
不足不足○○スッポンスッポン科2
Ⅱ類不足○○イシガメイシガメ科1

fedcba
事業者
の調査

文献
調査

選定理由確認状況

種名科名No.

表4 文献及び事業者の調査で確認された両生類の重要な種

-5種3種---5種4種5種4科計

留意○○
シュレーゲルアオガ
エル

アオガエル科
5

Ⅰ類ⅠB類○○
ナゴヤダルマガエル
＊14

留意○○トノサマガエルアカガエル科3
準絶準絶○イモリイモリ科2
Ⅰ類Ⅱ類○○カスミサンショウウオサンショウウオ科1

fedcba
事業者
の調査

文献
調査

選定理由確認状況

種名科名No.

＊1:「日本産爬虫両生類標準和名(日本爬虫両棲類学会 平成20年5月改訂)」に従い、
「ナゴヤダルマガエル」と表記する

（参考）確認された重要な種
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※「a～ｆ」はp.33に対応する。

※「a～ｆ」はp.33に対応する。

※「a～ｆ」はp.33に対応する。



表5 文献及び事業者の調査で確認された魚類の重要な種

*1:イチモンジタナゴは、「岡山県版レッドデータブック2009－絶滅のおそれの
ある野生生物－(岡山県 平成22年4月)」によると、「濃尾平野、福井県三方五

湖、琵琶湖淀川水系に天然分布するとされ、岡山の個体群は移入の可能性
がある。」とされている。
*2:文献及び事業者の調査で記載されているゲンゴロウブナ、ワタカ、文献調

査で確認されているホンモロコ、スゴモロコは、琵琶湖・淀川水系固有種であり、
岡山県下に自然分布しないため、掲載していない。
*3:文献及び事業者の調査で記載されているハスは、琵琶湖・淀川水系・三方
湖固有種であり、岡山県下に自然分布しないため、掲載していない

（参考）確認された重要な種
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-31種21種-2種1種28種23種32種10科計
準絶○オオヨシノボリ32
準絶○○ゴクラクハゼ31
準絶○○ウキゴリ30
Ⅱ類○○スミウキゴリ29
準絶準絶○ヒモハゼ28
Ⅱ類Ⅱ類○シロウオ27
Ⅱ類ⅠB類○チワラスボ26
留意準絶○○トビハゼ25
Ⅱ類ⅠB類○タビラクチ24
準絶○カワアナゴハゼ科23
Ⅱ類Ⅱ類○○オヤニラミスズキ科22
不足ⅠB類○カジカ中卵型カジカ科21
不足準絶○サヨリ類*2サヨリ科20
留意Ⅱ類○○メダカメダカ科19
Ⅱ類○シラウオシラウオ科18
Ⅱ類Ⅱ類○アカザアカザ科17

Ⅰ類ⅠA類○○
スジシマドジョウ
小型種山陽型

16

準絶Ⅱ類○○
スジシマドジョウ
中型種

15

留意○○ドジョウ14
Ⅰ類ⅠA類希天○アユモドキドジョウ科13
準絶○○ズナガニゴイ12
Ⅱ類Ⅱ類○○ツチフキ11
準絶○○ゼゼラ10
準絶準絶○○カワヒガイ9
準絶○アブラハヤ8
Ⅰ類ⅠA類希○スイゲンゼニタナゴ7
Ⅰ類ⅠB類○○シロヒレタビラ6
不足ⅠA類○○イチモンジタナゴ＊15
準絶○○カネヒラ4
準絶準絶○○アブラボテ3
準絶準絶○○ヤリタナゴコイ科2

不足○○ウナギウナギ科1

fedcba
事業者の
調査

文献調査

選定理由確認状況

種名科名No.

※「a～ｆ」はp.33に対応する。



表6 文献及び事業者の調査で確認された昆虫類の重要な種(1/2) 

準絶Ⅱ類○○
ウラナミジャノメ
本土亜種

31

Ⅰ類Ⅰ類○
ヒメヒカゲ
本州西部亜種

30

留意準絶○○オオムラサキ29
Ⅰ類Ⅰ類○オオウラギンヒョウモン28

準絶準絶○
ウラギンスジ
ヒョウモン

タテハチョウ科
27

留意Ⅰ類○○シルビアシジミ26

Ⅱ類準絶○
クロツバメシジミ
西日本亜種

25

留意○ウラナミアカシジミシジミチョウ科24
準絶○キバネツノトンボツノトンボ科23

準絶○
エノキ
カイガラキジラミ

キジラミ科22

準絶Ⅱ類○タガメ21
準絶準絶○○コオイムシコオイムシ科20
不足準絶○○ナガミズムシ19
準絶準絶○ホッケミズムシミズムシ科18
不足準絶○エサキアメンボアメンボ科17
準絶準絶○○シロヘリツチカメムシツチカメムシ科16

Ⅱ類○ズイムシハナカメムシハナカメムシ科15
Ⅱ類○○セグロイナゴイナゴ科14
不足○ウスバカマキリカマキリ科13
Ⅰ類Ⅰ類○オオキトンボ12
Ⅱ類Ⅱ類○○ナニワトンボ11
留意○ハッチョウトンボトンボ科10
準絶Ⅱ類○ハネビロエゾトンボ9
準絶準絶○○キイロヤマトンボエゾトンボ科8
留意○ムカシヤンマムカシヤンマ科7
準絶Ⅱ類○○オグマサナエ6
留意準絶○○フタスジサナエ5
準絶準絶○○ナゴヤサナエ4
留意○ミヤマサナエサナエトンボ科3
留意○ニホンカワトンボカワトンボ科2
準絶準絶○グンバイトンボモノサシトンボ科1

fedcba
事業者
の調査

文献調
査

選定理由確認状況
種名科名No.

留意Ⅱ類○○ツマグロキチョウシロチョウ科32
留意○ギンボシスズメスズメガ科33
留意○シノノメシャチホコシャチホコガ科34
留意○カバフキシタバ

ヤガ科
35

Ⅱ類○オオチャバネヨトウ36
留意○トラツリアブツリアブ科37
不足○スズキベッコウハナアブハナアブ科38
Ⅱ類○オオサカアオゴミムシ

オサムシ科

39
○○○チョウセンゴモクムシ40

留意○ハマベゴミムシ41
絶滅Ⅱ類○カワラハンミョウ42
絶滅Ⅱ類○ルイスハンミョウ43
準絶準絶○ホソハンミョウ44
Ⅱ類準絶○マルガタゲンゴロウゲンゴロウ科45
留意○モンキマメゲンゴロウ(ゲンゴロウ科)46

1
種

54種36種---28種47種59種38科計

準絶○キバラハキリバチハキリバチ科59
準絶○キゴシジガバチアナバチ科58

留意準絶○○
キアシ
ハナダカバチモドキ

ドロバチモドキ科57

不足○アケボノベッコウベッコウバチ科56
留意○オオホシオナガバチヒメバチ科55
準絶Ⅱ類○ヨツボシカミキリカミキリムシ科54

留意○
ミヤジマ
コガネコメツキ

コメツキムシ科53

留意Ⅱ類○ヨコミゾドロムシヒメドロムシ科52
不足○アカマダラコガネコガネムシ科51

留意Ⅱ類○オオクワガタクワガタムシ科50
留意○オオツノハネカクシハネカクシ科49
準絶準絶○○ヤマトモンシデムシシデムシ科48
不足準絶○マダラコガシラミズムシコガシラミズムシ科47

fedcba
事業者
の調査

文献
調査

選定理由確認状況
種名科名No.

*1:文献に記載されているヒョウモンモドキは、専門家の指摘により、人為的に放蝶された
個体であることが分かっているため、掲載していない。
*2:文献に記載されているコキマダラセセリは、「第5回自然環境保全基礎調査 生物多様性
調査 動物分布調査報告書(昆虫類)(環境省 平成14年3月)」のメッシュデータでの確認であ
り、専門家の指摘を踏まえ、自然的状況の調査範囲に分布する可能性が低いため、掲載
していない

表6 文献及び事業者の調査で確認された昆虫類の重要な種(2/2) （参考）確認された重要な種
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準絶○マメコブシガニコブシガニ科33
留意○○ヌマエビヌマエビ科32

不足○イボビル31
不足○ミドリビルグロシフォニ科30

準絶○クシケマスホウガイ29
準絶○オオノガイオオノガイ科28
留意○イヨスダレガイマルスダレガイ科27
不足○マメシジミ属マメシジミ科26
不足準絶○○マシジミ類＊1シジミ科25

準絶○ウネナシトマヤガイフナガタガイ科24

準絶○ユウシオガイ23
Ⅱ類○テリザクラガイニッコウガイ科22
準絶準絶○クチバガイチドリマスオ科21
準絶準絶○○マツカサガイ20
Ⅱ類Ⅱ類○○カタハガイ19
準絶準絶○○トンガリササノハガイ17
Ⅱ類準絶○ニセマツカサガイ17
Ⅱ類Ⅱ類○オバエボシガイ16
準絶準絶○カラスガイイシガイ科15
準絶○タイラギハボウキガイ科14
準絶準絶○○ヒラマキガイモドキ13
不足不足○○ヒラマキミズマイマイヒラマキガイ科12
不足準絶○○モノアラガイ11

不足○○
コシダカ
ヒメモノアラガイ

モノアラガイ科10

留意○ゴマフタマガイタマガイ科9
準絶Ⅱ類○○マメタニシ8
Ⅱ類Ⅱ類○ヒメマルマメタニシエゾマメタニシ科7
準絶準絶○ウミゴマツボミズゴマツボ科6
準絶準絶○カワグチツボカワグチツボ科5
Ⅰ類Ⅱ類○イボウミニナウミニナ科4
準絶準絶○クロダカワニナカワニナ科3
準絶準絶○オオタニシ2
準絶準絶○マルタニシタニシ科1

fedcba
事業者
の調査

文献
調査

選定理由確認状況

種名科名No.

Ⅱ類○ムツハアリアケガニ
ムツハアリアケガニ
科

34

準絶Ⅱ類○ハクセンシオマネキスナガニ科35
準絶○クシテガニベンケイガニ科36
準絶準絶○グンバイトンボモノサシトンボ科37
留意○ニホンカワトンボ＊2カワトンボ科38
準絶準絶○ナゴヤサナエ＊2サナエトンボ科39
留意準絶○フタスジサナエ＊240
準絶Ⅱ類○オグマサナエ＊241
準絶準絶○キイロヤマトンボ＊2エゾトンボ科42
Ⅱ類Ⅱ類○ナニワトンボ＊2トンボ科43

準絶○
フライソンアミメ
カワゲラ

アミメカワゲラ科44

-43種33種---43種15種47種33科計
留意Ⅱ類○ヨコミゾドロムシ＊2ヒメドロムシ科47
不足Ⅱ類○ビワアシエダトビゲラアシエダトビゲラ科46
準絶準絶○コオイムシ＊2コオイムシ科45

fedcba
事業者
の調査

文献
調査

選定理由確認状況
種名科名No.

＊1:文献及び事業者の調査で記載されているマシジミは、専門家の指摘により、タイワ
ンシジミとの誤認や交雑個体が含まれている可能性があることから、マシジミ類と記載
する。
＊2:ニホンカワトンボ、ナゴヤサナエ、フタスジサナエ、オグマサナエ、キイロヤマトンボ、
ナニワトンボ、コオイムシ及びヨコミゾドロムシの8種は、昆虫類調査時にも確認されて
いるため、表6にも掲載している。
＊3:事業者の調査で記載されているマルドブガイは、琵琶湖固有種であり、岡山県下
に自然分布しないため、掲載していない

（参考）確認された重要な種

表7 文献及び事業者の調査で確認された底生動物の重要な種(1/2) 表7 文献及び事業者の調査で確認された底生動物の重要な種(2/2) 
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※「a～ｆ」はp.33に対応する。



表8 文献及び事業者の調査で確認されたクモ類の重要な種

-3種2種---3種-3種3科計
留意○コガネグモコガネグモ科3
不足準絶○キノボリトタテグモトタテグモ科2
不足準絶○ワスレナグモジグモ科1

fedcba
事業者の

調査
文献
調査

選定理由確認状況

種名科名No.

表9 文献及び事業者の調査で確認された陸産貝類の重要な種

-19種13種---13種11種19種10科計
Ⅱ類Ⅱ類○カタマメマイマイ19
留意○コハクオナジマイマイ18
不足○○コオオベソマイマイ17
不足○チクヤケマイマイオナジマイマイ科16
留意○○シメクチマイマイナンバンマイマイ科15
準絶準絶○○ヒメカサキビ14
準絶不足○オオウエキビ13
準絶準絶○○ウメムラシタラガイ12
準絶準絶○ヒメハリマキビ11
準絶準絶○ヒゼンキビ10
不足不足○キヌツヤベッコウ9
不足不足○○ヒラベッコウガイベッコウマイマイ科8
準絶Ⅱ類○ホソヒメギセルキセルガイ科7
準絶○キセルガイモドキキセルガイモドキ科6
Ⅱ類Ⅱ類○ナタネキバサナギガイキバサナギガイ科5
準絶準絶○ナガオカモノアラガイオカモノアラガイ科4
準絶○サドヤマトガイヤマタニシ科3
準絶準絶○ゴマオカタニシゴマオカタニシ科2
Ⅱ類Ⅱ類○オカミミガイオカミミガイ科1

fedcba
事業者の

調査
文献
調査

選定理由確認状況

種名科名No.

（参考）確認された重要な種
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※「a～ｆ」はp.33に対応する。

※「a～ｆ」はp.33に対応する。



留意ⅠB類○○シラガブドウブドウ科33
準絶○○タカトウダイトウダイグサ科32
準絶準絶○イヌハギマメ科31
準絶○○ユキヤナギ30
準絶○ニオイイバラ29
準絶○カワラサイコバラ科28
準絶準絶○○タコノアシユキノシタ科27

準絶○ツメレンゲベンケイソウ科26
準絶○○コイヌガラシアブラナ科25

準絶準絶○○イシモチソウモウセンゴケ科24
Ⅱ類ⅠB類○○アゼオトギリオトギリソウ科23
Ⅰ類Ⅱ類○キビヒトリシズカセンリョウ科22
Ⅱ類Ⅱ類○オニバススイレン科21
準絶Ⅱ類○ヒキノカサ20
Ⅰ類Ⅱ類○オキナグサキンポウゲ科19

Ⅱ類○○コギシギシ18
準絶Ⅱ類○ヌカボタデ17

準絶○
ナガバノウナギツ
カミ

16

準絶Ⅱ類○ヤナギヌカボ15
準絶○○ホソバイヌタデ14

準絶○○サクラタデ13
準絶○ウナギツカミタデ科12
Ⅱ類○ホソバイラクサイラクサ科11
Ⅰ類Ⅱ類○アカウキクサアカウキクサ科10
準絶準絶○○サンショウモサンショウモ科9
Ⅰ類Ⅱ類○○デンジソウデンジソウ科8
準絶○ヘラシダ7

Ⅱ類○○ミヤマノコギリシダメシダ科6

Ⅱ類○ナガサキシダ5
準絶○イヌナチクジャク4
留意○ツクシイワヘゴオシダ科3
留意○アマクサシダイノモトソウ科2

準絶○○ミズワラビミズワラビ科1

fedcba
事業者
の調査

文献調
査

選定理由確認状況

種名科名No.

留意○○ナツアサドリグミ科34
Ⅱ類○ミズマツバミソハギ科35
準絶○○タチモアリノトウグサ科36

準絶Ⅱ類○ミシマサイコセリ科37
Ⅱ類○チトセカズラマチン科38

準絶Ⅱ類○イヌセンブリリンドウ科39
準絶準絶○○ガガブタミツガシワ科40
Ⅱ類準絶○○アサザ41
準絶準絶○スズサイコガガイモ科42
準絶Ⅱ類○ホソバヤマジソシソ科43
Ⅱ類準絶○○ヤマジソ44

準絶○○ミゾコウジュ45
準絶○○イヌゴマ46
準絶Ⅱ類○オオアブノメゴマノハグサ科47
準絶Ⅱ類○○コキクモ48
Ⅰ類Ⅱ類○スズメハコベ49

Ⅱ類○オオヒキヨモギ50
準絶Ⅱ類○イヌノフグリ51

準絶○○カワヂシャ52
Ⅱ類Ⅱ類○○ハマウツボハマウツボ科53
準絶Ⅱ類○○ノタヌキモタヌキモ科54

準絶Ⅱ類○○ツクシクロイヌノヒゲ69
準絶○ホシクサ68
準絶○オオホシクサホシクサ科67
Ⅰ類Ⅱ類○ホンゴウソウホンゴウソウ科66
Ⅰ類○イバラモ65
Ⅰ類Ⅱ類○サガミトリゲモイバラモ科64
Ⅰ類準絶○イトモヒルムシロ科63
Ⅱ類Ⅱ類○○ミズオオバコ62
Ⅱ類準絶○○トチカガミトチカガミ科61
準絶準絶○アギナシオモダカ科60
準絶準絶○○フジバカマキク科59

Ⅱ類○○キキョウキキョウ科58
準絶○○イヌタヌキモ57

Ⅱ類準絶○ヒメタヌキモ56
絶滅ⅠB類○フサタヌキモタヌキモ科55

fedcba
事業者
の調査

文献
調査

選定理由確認状況
種名科名No.

（参考）確認された重要な種
表10 文献及び事業者の調査で確認された種子植物・シダ植物の重要な種(1/3) 
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表10 文献及び事業者の調査で確認された種子植物・シダ植物の重要な種(2/3) 



表11 文献調査で確認された蘚苔類の重要な種

-3種4種---4種1種4種3科計
準絶準絶○イチョウウキゴケ4

準絶○ウキゴケウキゴケ科3
準絶準絶○○コウライイチイゴケハイゴケ科2
準絶準絶○オオミズゴケミズゴケ科1

fedcba
事業者
の調査

文献
調査

選定理由確認状況
種名科名No.

表12 文献及び事業者の調査で確認された重要な群落

-1群落--1群落1群落計

○○アラカシ群落(小田郡矢掛町)1

cba
事業者の

調査
文献
調査

選定理由確認状況

群落名No.

*1:ホザキマスクサは、事業者の調査でタカネマスクサと記載されているが、専門家により標
本を再確認し、種名を訂正したものである。
*2:文献及び事業者の調査で記載されている以下の種については、専門家により分布上ある
いは同定上の疑義が指摘されたが、標本がなく事実関係が再確認できないことから、掲載し
ていない。
マメダオシ、オナモミ(以上、「倉敷の自然－高梁川河川敷－(倉敷市 昭和58年1月)」)、ムラ
サキセンブリ(「倉敷市生物目録(倉敷市立自然史博物館 平成6年3月)」)、ニイガタガヤツリ
(「しぜんしくらしきNo.1～72(倉敷市立自然史博物館友の会 平成4年7月～平成22年3月)」)、
ホソバイラクサ、サイコクヌカボ、マルバアカザ、クサボケ、ヒメビシ、スズメハコベ、アキノハ
ハコグ サ、ヤマトミクリ（以上、事業者の調査）。
*3:文献に記載されている以下の種については、専門家の指摘により、自然的状況の調査範
囲外での記録であることが分っているため、掲載していない。
ゴマクサ、ハマニガナ(以上、「倉敷市生物目録(倉敷市立自然史博物館 平成6年3月)」

-76種59種---57種65種89種46科計
Ⅰ類○ニラバラン89
準絶Ⅱ類○ミズトンボ88
Ⅱ類準絶○サギソウ87
Ⅱ類Ⅱ類○キンラン86
Ⅱ類○ギンラン85
Ⅱ類準絶○シランラン科84
準絶Ⅱ類○ホザキマスクサ＊183
準絶○ヤガミスゲ82
留意○オオムギスゲ81
Ⅰ類ⅠB類○ヒメミコシガヤ80
準絶○ウマスゲカヤツリグサ科79
準絶○コガマガマ科78
Ⅱ類Ⅱ類○ヒメミクリ77
Ⅰ類Ⅱ類○オオミクリミクリ科76
Ⅰ類○モロコシガヤ75
準絶○○アワガエリ74
Ⅱ類○スズメノコビエ73
Ⅱ類○ケカモノハシ72
準絶○○コゴメカゼクサ71
Ⅰ類Ⅱ類○ミズタカモジイネ科70

fedcba
事業者
の調査

文献
調査

選定理由確認状況
種名科名No.

（参考）確認された重要な種
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表10 文献及び事業者の調査で確認された種子植物・シダ植物の重要な種(3/3) 

※「a～ｆ」はp.36に対応する。

※「a～ｆ」はp.36に対応する。

※「a～ｆ」はp.36に対応する。



■貯水池の横断形状と池底の状況（H13）

■柳井原貯水池の形状の特性
・柳井原貯水池は、大正14年の改修で高梁

川の旧河道が締め切られて形成された。
・締め切り後、昭和になってから砂利採取

が行われ、横断形状は湖岸から湖底に
向かって急激に水深が深くなり、湖岸に
は浅水域がほとんどみられない。

・池底は、貧酸素状態となる。

■柳井原貯水池周辺の植生分布
・「畑・果樹園」「樹林（広葉樹）」及び「草地」であり、これら上位3区分で73%（約3,520m）を占める。
・抽水植物群落は、湖岸勾配が急で、浅水域が狭いため見られない。
・いわゆる水際のエコトーンを欠いており、陸域と水域との移行帯が少ない。

■柳井原貯水池の魚類の生息状況
・魚類調査での確認種19種のうち5種[26.3%]（ゲンゴロ

ウブナ、ワタカ、ハス、ブルーギル及びオオクチバス）が
国内移入種または外来種であり、高梁川及び小田川と
比較して移入種が多い（高梁川及び小田川は64種のう
ち15種[23.4%]が移入種）。

・高梁川及び小田川に生息する魚類（汽水・海水魚を除
く）と比較すると、高梁川と小田川では合計64種である
のに対し、柳井原貯水池では19種と少ない。また、柳井

原貯水池のような深い止水域に依存的に生息する種は
確認されておらず、いずれの種も高梁川及び小田川に
も生息している。

割合

3%
3%

2%

22%
41%

29%

ゴクラクハゼ

オオクチバス

(ブラックバス)

ブルーギル

メダカ

ヌマチチブ

フナ属

動
物 ●●オグマサナエ＊2

●●カネヒラ

●●スジシマドジョウ中型種

●

●

●

●

●

●

●

小
田
川

●フタスジサナエ＊2

●ヒラマキミズマイマイ

●モノアラガイ

●クロダカワニナ
底
生

●ゴクラクハゼ

●メダカ

●ウナギ

魚
類

アサザ

●タコノアシ植
物＊1

高
梁
川

貯水池で
確認された種

●

●

●

●

●

小
田
川

●オオクチバス
（ブラックバス）

●ブルーギル

●ハス

●ワタカ

●ゲンゴロウブナ

魚
類

高
梁
川

貯水池で
確認された種

■重要な種（12種） ■外来種（国内移入種を含む）

＊1： 植物は、「貯水池とその周辺の耕作地」、「高梁川、小田川の
河川区域」で確認されたものを対象に整理した。

また、平成22年度、23年度の確認地点のみで整理した。

＊2: フタスジサナエ及びオグマサナエは、成虫での確認を含めて
整理した。

：柳井原貯水池でのみ確認されている種

（参考）
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貯水池の最大水深：約12m
（平水時）



○ カジカ類は、5月に潮止堰下に遡上群が到達し、
6月には笠井堰下に到達している。その後、8月
には笠井堰下で見られなくなることから、笠井堰
を遡上したと考えられる。

○ ゴクラクハゼは、7月に潮止堰下に遡上群が到
達し、8月に笠井堰下に到達している。その後、9
月には笠井堰下で見られなくなることから、笠井
堰を遡上したと考えられる。

○ ヨシノボリ類は、5月に遡上の第一群が潮止堰
下に到達し、8月に大きな遡上群が到達している。
その後、9月には潮止堰下、笠井堰下で見られな
くなることから、潮止堰、笠井堰を遡上したと考え
られる。

○ チチブ類は、5月に遡上の第一群が潮止堰下に
到達し、8月に大きな遡上群が到達している。そ
の後、9月には潮止堰下、笠井堰下で見られなく
なることから、潮止堰、笠井堰を遡上したと考えら
れる。

○ なお、出水後に笠井堰下の確認数が減少する
傾向が見られていることから、笠井堰では出水時
に多くの個体が遡上していると考えられる。

○ 潮止堰及び笠井堰の堰下における底生魚の確
認状況の推移をみると、潮止堰はいずれの種も
遡上していると言える。笠井堰については、いず
れの種も、9月には堰下で観察されなくなっており、
笠井堰を遡上した可能性が考えられる。
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潮止堰を越えた
遡上群が笠井堰
下に到達

第一群

第一群
8月に遡上群
のピーク

＊ シ マ ヨ シ ノ ボ リ 、 オ オ ヨ シ ノ ボ リ 、
トウヨシノボリを含む

＊ヌマチチブを含む

＊カジカ(中卵型)を含む

堰を遡上

堰を遡上

堰を遡上
堰を遡上

堰を遡上

堰を遡上
堰を遡上

堰を遡上

堰を遡上

堰を遡上
堰を遡上

図 潮止堰下及び笠井堰下における回遊魚の遡上状況
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（参考）生態系（移動性）
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